


▲ファンの写真撮影に応じる夏菜さん

▲愛らしい仕草の赤ちゃんゾウは大人気 ▲母親にぴったりとくっついて歩く赤ちゃんゾウ

▲笑顔でファンと握手を交わす哀川翔さん

▲映画の上映会場ではトークイベントも行われた

▲徳井義実さんと渡辺直美さんは映画
　「ナイトミュージアム」のコスプレを披露

▲オキナワンロックの名物パフォーマーかっちゃんも
　レッドカーペットに登場

▲沖縄会場のレッドカーペットは中の町青年会のエイサーでスタート

　
市
は
、沖
縄
市
役
所
の
向
か
い

に
あ
る
市
庁
舎
前
線
広
場
に
エ
イ

サ
ー
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
設
置
し
、

３
月
20
日
に
完
成
披
露
セ
レ
モ

ニ
ー
を
行
っ
た
。

　
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
エ
イ
サ
ー
活

動
の
促
進
と
地
域
の
活
性
化
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
設
置
さ
れ
た
も

の
で
、高
さ
２
メ
ー
ト
ル
、幅
80
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、合
計
６
体
が

設
置
さ
れ
た
。６
体
そ
れ
ぞ
れ
に
、

大
太
鼓
、締
太
鼓
、男
手
踊
り
、

女
手
踊
り
、地
方
、サ
ナ
ジ
ャ
ー

（
チ
ョ
ン
ダ
ラ
ー
）の
シ
ル
エ
ッ
ト

が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
、裏
面
に
は
各

役
割
を
説
明
す
る
プ
レ
ー
ト
が
取

り
付
け
ら
れ
て
い
る
。セ
レ
モ

ニ
ー
で
桑
江
市
長
は「
本
市
は
平

成
19
年
６
月
13
日
に
エ
イ
サ
ー
の

ま
ち
宣
言
を
行
っ
て
以
来
、様
々

な
取
り
組
み
を
進
め
て
き
た
。今

回
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
設
置
が
エ
イ

サ
ー
文
化
の
継
承
・
発
展
と
エ
イ

サ
ー
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
に
寄

与
す
る
こ
と
を
念
願
す
る
」と
あ

い
さ
つ
し
た
。

エ
イ
サ
ー
で
ま
ち
を
活
性
化

市
役
所
向
か
い
に
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
設
置

ゾ
ウ
の
赤
ち
ゃ
ん
ハ
チ
ア
ッ
チ
ー

沖
縄
こ
ど
も
の
国
で
お
披
露
目
式

ちゃんぷる～沖縄市大使

ペ
ッ
ト
」（
沖
縄
市
・
沖
縄
国
際
映

画
祭
実
行
委
員
会
主
催
）が
行
わ

れ
、俳
優
や
お
笑
い
芸
人
、関
係
者 

な
ど
48
組
３
８
３
人
が
登
場
し
た
。

会
場
に
は
約
２
万
人
の
観
客
が

集
ま
り
、お
目
当
て
の
俳
優
や
お

笑
い
芸
人
が
姿
を
見
せ
る
と
歓

声
を
あ
げ
、握
手
や
写
真
撮
影
を

求
め
た
。３
月
26
日
か
ら
29
日
ま
で

　
宜
野
湾
市
、那
覇
市
、沖
縄
市

な
ど
を
会
場
に「
島
ぜ
ん
ぶ
で

お
ー
き
な
祭 

第
７
回 

沖
縄
国
際

映
画
祭
」が
３
月
25
日
か
ら
29
日

ま
で
開
催
さ
れ
た
。

　
沖
縄
市
で
は
、
28
日
に
ゲ
ー
ト

通
り
と
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
タ
ウ
ン

音
楽
広
場
を
会
場
に「
沖
縄
会
場

コ
ザ
ゲ
ー
ト
通
り
レ
ッ
ド
カ
ー

の
４
日
間
は
コ
ザ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
タ
ウ
ン
を

主
会
場
に
、「
コ
ザ
フ
ィ
ル
ム
ス
テ
ー
ジ
」が
開

催
さ
れ
た
。コ
ザ
フ
ィ
ル
ム
ス
テ
ー
ジ
で
は
、

沖
縄
を
題
材
に
し
た
映
画
や
市
内
で
撮
影
さ

れ
た
映
画
が
無
料
で
上
映
さ
れ
、監
督
や
出
演

者
に
よ
る
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
た
。ま

た
、本
格
的
な
ゾ
ン
ビ
の
メ
イ
ク
方
法
や
映
画

作
り
の
講
座
も
開
か
れ
た
ほ
か
、シ
ベ
リ
ア
ン

ス
カ
ン
ク
の
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ラ
イ
ブ
や
ミ
ス

ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
、ハ
ル
サ
ー
エ
イ

カ
ー
シ
ョ
ー
、エ
イ
サ
ー
な
ど
、様
々
な
催
し

で
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
た
。

島ぜんぶでおーきな祭 第７回 沖縄国際映画祭

▶
第
40
代
ミ
ス
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
に
選
ば
れ
た（
左
か
ら
）

藤
岡
沙
也
加
さ
ん
、
大
城
真
智
子
さ
ん
、
藤
木
愛
さ
ん

▶
い
っ
こ
く
堂
さ
ん
（
右
）
に
仲
本
副
市
長
（
左
）

　か
ら
委
嘱
状
が
渡
さ
れ
た

▶
勇
壮
華
麗
な
エ
イ
サ
ー
を
イ
メ
ー
ジ
し
て

　制
作
さ
れ
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

　
国
内
外
で
活
躍
し
、テ
レ
ビ
な
ど
に
も
出
演
さ
れ
て
い

る
腹
話
術
師
の「
い
っ
こ
く
堂
」さ
ん
が
、沖
縄
市
の
魅
力

を
広
く
発
信
し
、市
の
更
な
る
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る

「
ち
ゃ
ん
ぷ
る
〜
沖
縄
市
大
使
」に
就
任
し
、３
月
28
日
に

委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
た
。

　
就
任
に
当
た
っ
て
、い
っ
こ
く
堂
さ
ん
は「
沖
縄
市
出
身

者
と
し
て
、多
彩
な
沖
縄
市
の
ち
ゃ
ん
ぷ
る
ー
文
化
を
広

く
ピ
ー
ア
ー
ル
し
て
、華
や
か
な
沖
縄
市
に
し
て
い
き
た

い
」と
抱
負
を
語
っ
た
。

　
ち
ゃ
ん
ぷ
る
〜
沖
縄
市
大
使
に
は
、こ
れ
ま
で
に
、バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
の
与
那
嶺
翼
さ
ん
・
並
里
成
さ
ん
・
山

内
盛
久
さ
ん
と
人
気
お
笑
い
コ
ン
ビ
の
ガ
レ
ッ
ジ
セ
ー
ル

の
ゴ
リ
さ
ん
・
川
田
さ
ん
、台
湾
沖
縄
県
人
会
会
長
の
諸
喜

田
伸
さ
ん
、タ
レ
ン
ト
の
糸
数
美
樹
さ
ん
・
宮
島
真
一
さ

ん
、モ
デ
ル
の
岸
本
セ
シ
ル
さ
ん
が
就
任
し
て
い
る
。

目
式
に
は
、こ
の
日
を
心
待
ち
に

し
て
い
た
観
客
な
ど
約
５
０
０
人

が
集
ま
り
、ニ
ラ
イ
芸
能
塾
と

シ
ャ
ロ
ー
ム
保
育
園
の
こ
ど
も
達

が
童
謡「
ゾ
ウ
さ
ん
」を
歌
い
、ゾ

ウ
の
親
子
を
出
迎
え
た
。華
や
か

な
衣
装
を
身
に
ま
と
っ
た
母
親
ゾ

ウ
の
琉
花
に
ぴ
っ
た
り
寄
り
添
う

か
た
ち
で
赤
ち
ゃ
ん
ゾ
ウ
が
会
場

に
姿
を
現
す
と
、観
客
か
ら
は「
か

わ
い
い
」と
歓
声
が
あ
が
っ
た
。赤

ち
ゃ
ん
ゾ
ウ
は
雌
で
、一
般
公
開

日
時
点
の
体
重
は
約
１
７
０
キ
ロ

グ
ラ
ム
。３
月
４
日
の
出
生
時
は

約
１
０
０
キ
ロ
グ
ラ
ム
だ
っ
た
体

重
は
１
日
２
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
ペ
ー

ス
で
順
調
に
成
長
し
て
い
る
。

　
一
般
公
開
は
１
日
２
回
で
、午

前
11
時
か
ら
12
時
ま
で
と
、午
後

３
時
か
ら
４
時
ま
で
と
な
っ
て
い

る（
毎
週
火
曜
日
休
園
）。ま
た
、５

月
10
日
ま
で
赤
ち
ゃ
ん
ゾ
ウ
の
名

前
を
募
集
し
て
お
り
、同
園
ゾ
ウ

舎
前
の
東
屋
と
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

ホ
ー
ル
で
受
け
付
け
て
い
る
。名

前
は
５
月
24
日
に
開
催
す
る
琉
花

の
誕
生
日
セ
レ
モ
ニ
ー
で
命
名
式

を
行
い
、候
補
の
中
か
ら
琉
花
に

選
ば
せ
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　
沖
縄
こ
ど
も
の
国
で
３
月
４
日

に
生
ま
れ
た
イ
ン
ド
ゾ
ウ
の
赤

ち
ゃ
ん
の
お
披
露
目
式「
ハ
チ

ア
ッ
チ
ー
」（
初
歩
き
）が
、４
月
11

日
に
同
園
で
開
か
れ
た
。

　
一
般
初
公
開
と
な
っ
た
お
披
露

じ  

か
た
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縄
こ
ど
も
の
国
で
３
月
４
日

に
生
ま
れ
た
イ
ン
ド
ゾ
ウ
の
赤

ち
ゃ
ん
の
お
披
露
目
式「
ハ
チ

ア
ッ
チ
ー
」（
初
歩
き
）が
、４
月
11

日
に
同
園
で
開
か
れ
た
。

　
一
般
初
公
開
と
な
っ
た
お
披
露

じ  

か
た
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▼

開
所
式
で
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
様
子

▼
協
定
締
結
で
連
携
強
化
を
確
認
す
る
桑
江
市
長（
右
）

と
谷
直
樹
沖
縄
労
働
局
長（
左
）

▲開通を祝いテープカット

▲古謝地区の諸見里安松さんと子、孫の3世代の夫婦を先頭に渡り初めが行われた

▲優勝をかけた明成高校と大濠高校の熱戦▲洛南高校のディフェンスをかわしシュートを
　決める桜丘高校

▲ゴール前に立ちはだかる興南高校▲ダンクシュートコンテスト
　優勝の八村塁選手（明成）

▲元気いっぱいの小学生チーム

雇用情勢の改善に向けて
沖縄労働局と雇用対策協定を締結

　
本
市
が
実
施
す
る
産
業
・
雇
用
施
策
や
生
活
・
福
祉
施
策

と
沖
縄
労
働
局
が
実
施
す
る
総
合
的
な
雇
用
施
策
を
連
携

し
、本
市
の
厳
し
い
雇
用
情
勢
の
改
善
な
ど
を
目
的
と
し

て
、沖
縄
市
と
沖
縄
労
働
局
が
３
月
25
日
に
雇
用
対
策
協
定

を
締
結
し
た
。

　
沖
縄
労
働
局
に
よ
る
と
、本
市
の
平
成
26
年
有
効
求
人
倍

率
は
０
・
４
８
倍
と
沖
縄
県
全
体
の
０
・
６
９
倍
に
比
べ
て

低
い
状
況
に
あ
り
、厳
し
い
雇
用
情
勢
と
な
っ
て
い
る
。

　
同
協
定
で
は
、雇
用
情
勢
の
改
善
に
向
け
た
重
点
項
目
と

し
て
５
項
目
を
定
め
て
お
り
、就
労
支
援
体
制
の
強
化
や
若

年
者
・
子
育
て
世
代
の
雇
用
対
策
の
推
進
、雇
用
の
ミ
ス

マ
ッ
チ
の
解
消
、高
齢
者
・
障
が
い
者
の
就
職
支
援
、生
活
困

窮
者
に
対
す
る
就
職
支
援
な
ど
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
る
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、今
後
、新
た
に
設
置
さ
れ
る
沖
縄
市
雇

用
対
策
運
営
協
議
会
で
策
定
さ
れ
る
。

　
美
里
地
区
と
古
謝
地
区
を
結
ぶ
市
道
国
税
庁
西
側
線
が
完

成
し
、古
謝
大
橋
の
起
点
側
で
３
月
29
日
に
開
通
式
が
開
か
れ

た
。 

市
道
国
税
庁
西
側
線
は
、平
成
７
年
度
か
ら
整
備
を
進

め
、総
延
長
2.6
キ
ロ
の
う
ち
、３
４
６
メ
ー
ト
ル
の
古
謝
大
橋

を
含
む
、事
業
延
長
区
間
1.6
キ
ロ
が
整
備
さ
れ
、全
線
開
通
し

た
。事
業
総
額
は
約
45
億
円
。

　
開
通
式
に
は
、地
域
住
民
や
市
職
員
、工
事
関
係
者
ら
が
出

席
し
、式
辞
で
桑
江
市
長
は「
沖
縄
環
状
線
や
沖
縄
自
動
車
道

な
ど
主
要
道
路
へ
の
連
結
が
強
化
さ
れ
、産
業
振
興
や
地
域

活
性
化
に
大
き
く
寄
与
す
る
」と
話
し
、知
念
信
恒
古
謝
自
治

会
長
は「
上
古
謝
と
下
古
謝
が
つ
な
が
り
、地
域
連
携
が
強
化

さ
れ
る
。津
波
発
生
時
の
避
難
経
路
と
し
て
も
大
い
に
期
待

す
る
」と
開
通
の
喜
び
を
語
っ
た
。ほ
か
に
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
や

古
謝
大
橋
の
親
柱
除
幕
式
、古
謝
翔
龍
太
鼓
と
古
謝
獅
子
舞

の
演
舞
が
行
わ
れ
、最
後
は
参
加
者
全
員
に
よ
る
古
謝
大
橋

の
渡
り
初
め
で
、開
通
を
祝
っ
た
。

沖
縄
市 
就
職
・
生
活
支
援
パ
ー
ソ
ナ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
開
所

　
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
の
施

行
に
伴
い
、生
活
保
護
に
至
る
前

の
生
活
困
窮
者
に
対
す
る
就
労
支

援
や
住
居
確
保
給
付
金
の
支
給
な

ど
を
行
う
、沖
縄
市 

就
職
・
生
活

支
援
パ
ー
ソ
ナ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
が
４
月
１
日
に
開
所
し
た
。

　
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、自
立
相
談

支
援
事
業
と
住
宅
確
保
給
付
金
の

支
給
が
実
施
さ
れ
る
。自
立
相
談

支
援
事
業
は
、生
活
困
窮
者
へ
の

包
括
的
な
支
援
計
画
の
策
定
な
ど

を
行
い
、自
立
を
支
え
る
事
業
。住

宅
確
保
給
付
金
は
、離
職
で
住
宅

を
失
う
か
、ま
た
は
、そ
の
恐
れ
が

高
く
所
得
な
ど
が
一
定
水
準
以
下

の
生
活
困
窮
者
に
期
限
付
き
で
住

宅
確
保
の
給
付
金
を
支
給
す
る
。

▼
沖
縄
市 

就
職
・
生
活
支
援
パ
ー

　ソ
ナ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
受
付 
： 
平
日
　
午
前
８
時
45
分

　
　
　
　
　
　
〜
午
後
４
時

　
住
所 

： 

仲
宗
根
町
35
番
３
号

　
電
話 

： 

９
２
３

－
３
６
２
４

　
第
14
回
沖
縄
市
長
杯
高
等
学
校

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
お
き
な
わ

カ
ッ
プ（
同
実
行
委
員
会
主
催
）が

３
月
21
日
と
22
日
の
２
日
間
、沖

縄
市
体
育
館
を
会
場
に
開
催
さ
れ

た
。

　
お
き
な
わ
カ
ッ
プ
は
県
内
外
の

高
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
強
豪

チ
ー
ム
を
招
い
て
行
わ
れ
る
大
会

で
、今
回
は
県
内
か
ら
興
南
高
校

と
沖
縄
市
高
校
選
抜
が
出
場
。県

外
か
ら
は
宮
城
県
の
明
成
高
校
と

京
都
府
の
洛
南
高
校
、福
岡
県
の

福
岡
大
学
付
属
大
濠
高
校
、愛
知

県
の
桜
丘
高
校
が
参
加
し
た
。初

日
は
２
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

リ
ー
グ
戦
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、市

内
の
小
学
生
チ
ー
ム
の
試
合
や
中

学
生
の
沖
縄
市
選
抜
チ
ー
ム
と
中

頭
地
区
選
抜
チ
ー
ム
の
試
合
も
行

わ
れ
た
。２
日
目
は
リ
ー
グ
戦
の

結
果
を
受
け
、順
位
決
定
戦
が
行

わ
れ
、１
・
２
位
決
定
戦
は
明
成
高

校
と
大
濠
高
校
の
対
戦
と
な
っ

た
。全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
同
士
の

試
合
は
、序
盤
に
明
成
高
校
が
大

量
得
点
で
リ
ー
ド
す
る
も
、そ
の

後
は
互
角
の
展
開
。第
４
ク
ォ
ー

タ
ー
で
は
両
校
が
３
ポ
イ
ン
ト

シ
ュ
ー
ト
を
立
て
続
け
に
決
め
、

会
場
を
沸
か
せ
た
。白
熱
し
た
試

合
は
序
盤
の
点
差
を
守
り
切
っ
た

明
成
高
校
が
81
対
67
で
勝
利
を

収
め
、お
き
な
わ
カ
ッ
プ
を
制
し

た
。３
・
４
位
決
定
戦
で
は
桜
丘

高
校
と
洛
南
高
校
が
対
戦
し
、攻

守
と
も
に
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
な
桜

丘
高
校
が
じ
わ
じ
わ
と
点
差
を

広
げ
79
対
64
で
勝
利
し
３
位
と

な
っ
た
。５
・
６
位
決
定
戦
は
興

南
高
校
と
沖
縄
市
高
校
選
抜
で

競
わ
れ
、シ
ュ
ー
ト
の
正
確
さ
と

リ
バ
ウ
ン
ド
力
で
上
回
る
興
南

高
校
が
１
１
８
対
59
で
試
合
を

制
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、ダ
ン
ク
シ
ュ
ー
ト

コ
ン
テ
ス
ト
も
行
わ
れ
、高
身
長

の
選
手
に
よ
る
豪
快
な
ダ
ン
ク

シ
ュ
ー
ト
や
、力
強
い
ジ
ャ
ン
プ

か
ら
放
た
れ
る
迫
力
あ
る
ダ
ン

ク
シ
ュ
ー
ト
に
会
場
は
盛
り
上

が
っ
た
。

各
賞
の
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
。

（
敬
称
略
）

【
最
優
秀
賞
】八
村 

塁（
明
成
）

【
敢
闘
賞
】牧 

隼
利（
大
濠
）

【
ベ
ス
ト
５
】納
見 

悠
仁（
明
成
）、

西
田 

優
大（
大
濠
）、モ
ッ
チ 

ラ

ミ
ー
ン（
桜
丘
）、荒
川 

颯（
洛

南
）、ジ
ョ
ー
ン
ズ 

健
太
郎（
興

南
）

【
ダ
ン
ク
コ
ン
テ
ス
ト
】１
位
＝

八
村 

塁（
明
成
）、２
位
＝
モ
ッ
チ 

ラ
ミ
ー
ン（
桜
丘
）、３
位
＝
津
屋

一
球（
洛
南
）

市道国税庁西側線が全線開通

第
14
回 

沖
縄
市
長
杯
高
等
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

　お
き
な
わ
カ
ッ
プ

明
成
高
校（
宮
城
県
）が
優
勝
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▼

開
所
式
で
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
様
子

▼

協
定
締
結
で
連
携
強
化
を
確
認
す
る
桑
江
市
長（
右
）

と
谷
直
樹
沖
縄
労
働
局
長（
左
）

▲開通を祝いテープカット

▲古謝地区の諸見里安松さんと子、孫の3世代の夫婦を先頭に渡り初めが行われた

▲優勝をかけた明成高校と大濠高校の熱戦▲洛南高校のディフェンスをかわしシュートを
　決める桜丘高校

▲ゴール前に立ちはだかる興南高校▲ダンクシュートコンテスト
　優勝の八村塁選手（明成）

▲元気いっぱいの小学生チーム

雇用情勢の改善に向けて
沖縄労働局と雇用対策協定を締結

　
本
市
が
実
施
す
る
産
業
・
雇
用
施
策
や
生
活
・
福
祉
施
策

と
沖
縄
労
働
局
が
実
施
す
る
総
合
的
な
雇
用
施
策
を
連
携

し
、本
市
の
厳
し
い
雇
用
情
勢
の
改
善
な
ど
を
目
的
と
し

て
、沖
縄
市
と
沖
縄
労
働
局
が
３
月
25
日
に
雇
用
対
策
協
定

を
締
結
し
た
。

　
沖
縄
労
働
局
に
よ
る
と
、本
市
の
平
成
26
年
有
効
求
人
倍

率
は
０
・
４
８
倍
と
沖
縄
県
全
体
の
０
・
６
９
倍
に
比
べ
て

低
い
状
況
に
あ
り
、厳
し
い
雇
用
情
勢
と
な
っ
て
い
る
。

　
同
協
定
で
は
、雇
用
情
勢
の
改
善
に
向
け
た
重
点
項
目
と

し
て
５
項
目
を
定
め
て
お
り
、就
労
支
援
体
制
の
強
化
や
若

年
者
・
子
育
て
世
代
の
雇
用
対
策
の
推
進
、雇
用
の
ミ
ス

マ
ッ
チ
の
解
消
、高
齢
者
・
障
が
い
者
の
就
職
支
援
、生
活
困

窮
者
に
対
す
る
就
職
支
援
な
ど
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
る
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、今
後
、新
た
に
設
置
さ
れ
る
沖
縄
市
雇

用
対
策
運
営
協
議
会
で
策
定
さ
れ
る
。

　
美
里
地
区
と
古
謝
地
区
を
結
ぶ
市
道
国
税
庁
西
側
線
が
完

成
し
、古
謝
大
橋
の
起
点
側
で
３
月
29
日
に
開
通
式
が
開
か
れ

た
。 

市
道
国
税
庁
西
側
線
は
、平
成
７
年
度
か
ら
整
備
を
進

め
、総
延
長
2.6
キ
ロ
の
う
ち
、３
４
６
メ
ー
ト
ル
の
古
謝
大
橋

を
含
む
、事
業
延
長
区
間
1.6
キ
ロ
が
整
備
さ
れ
、全
線
開
通
し

た
。事
業
総
額
は
約
45
億
円
。

　
開
通
式
に
は
、地
域
住
民
や
市
職
員
、工
事
関
係
者
ら
が
出

席
し
、式
辞
で
桑
江
市
長
は「
沖
縄
環
状
線
や
沖
縄
自
動
車
道

な
ど
主
要
道
路
へ
の
連
結
が
強
化
さ
れ
、産
業
振
興
や
地
域

活
性
化
に
大
き
く
寄
与
す
る
」と
話
し
、知
念
信
恒
古
謝
自
治

会
長
は「
上
古
謝
と
下
古
謝
が
つ
な
が
り
、地
域
連
携
が
強
化

さ
れ
る
。津
波
発
生
時
の
避
難
経
路
と
し
て
も
大
い
に
期
待

す
る
」と
開
通
の
喜
び
を
語
っ
た
。ほ
か
に
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
や

古
謝
大
橋
の
親
柱
除
幕
式
、古
謝
翔
龍
太
鼓
と
古
謝
獅
子
舞

の
演
舞
が
行
わ
れ
、最
後
は
参
加
者
全
員
に
よ
る
古
謝
大
橋

の
渡
り
初
め
で
、開
通
を
祝
っ
た
。

沖
縄
市 

就
職
・
生
活
支
援
パ
ー
ソ
ナ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
開
所

　
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
の
施

行
に
伴
い
、生
活
保
護
に
至
る
前

の
生
活
困
窮
者
に
対
す
る
就
労
支

援
や
住
居
確
保
給
付
金
の
支
給
な

ど
を
行
う
、沖
縄
市 

就
職
・
生
活

支
援
パ
ー
ソ
ナ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
が
４
月
１
日
に
開
所
し
た
。

　
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、自
立
相
談

支
援
事
業
と
住
宅
確
保
給
付
金
の

支
給
が
実
施
さ
れ
る
。自
立
相
談

支
援
事
業
は
、生
活
困
窮
者
へ
の

包
括
的
な
支
援
計
画
の
策
定
な
ど

を
行
い
、自
立
を
支
え
る
事
業
。住

宅
確
保
給
付
金
は
、離
職
で
住
宅

を
失
う
か
、ま
た
は
、そ
の
恐
れ
が

高
く
所
得
な
ど
が
一
定
水
準
以
下

の
生
活
困
窮
者
に
期
限
付
き
で
住

宅
確
保
の
給
付
金
を
支
給
す
る
。

▼
沖
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市 

就
職
・
生
活
支
援
パ
ー

　ソ
ナ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
受
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平
日
　
午
前
８
時
45
分

　
　
　
　
　
　
〜
午
後
４
時

　
住
所 

： 

仲
宗
根
町
35
番
３
号

　
電
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９
２
３

－

３
６
２
４

　
第
14
回
沖
縄
市
長
杯
高
等
学
校

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
お
き
な
わ

カ
ッ
プ（
同
実
行
委
員
会
主
催
）が

３
月
21
日
と
22
日
の
２
日
間
、沖

縄
市
体
育
館
を
会
場
に
開
催
さ
れ

た
。

　
お
き
な
わ
カ
ッ
プ
は
県
内
外
の

高
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
強
豪

チ
ー
ム
を
招
い
て
行
わ
れ
る
大
会

で
、今
回
は
県
内
か
ら
興
南
高
校

と
沖
縄
市
高
校
選
抜
が
出
場
。県

外
か
ら
は
宮
城
県
の
明
成
高
校
と

京
都
府
の
洛
南
高
校
、福
岡
県
の

福
岡
大
学
付
属
大
濠
高
校
、愛
知

県
の
桜
丘
高
校
が
参
加
し
た
。初

日
は
２
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

リ
ー
グ
戦
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、市

内
の
小
学
生
チ
ー
ム
の
試
合
や
中

学
生
の
沖
縄
市
選
抜
チ
ー
ム
と
中

頭
地
区
選
抜
チ
ー
ム
の
試
合
も
行

わ
れ
た
。２
日
目
は
リ
ー
グ
戦
の

結
果
を
受
け
、順
位
決
定
戦
が
行

わ
れ
、１
・
２
位
決
定
戦
は
明
成
高

校
と
大
濠
高
校
の
対
戦
と
な
っ

た
。全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
同
士
の

試
合
は
、序
盤
に
明
成
高
校
が
大

量
得
点
で
リ
ー
ド
す
る
も
、そ
の

後
は
互
角
の
展
開
。第
４
ク
ォ
ー

タ
ー
で
は
両
校
が
３
ポ
イ
ン
ト

シ
ュ
ー
ト
を
立
て
続
け
に
決
め
、

会
場
を
沸
か
せ
た
。白
熱
し
た
試

合
は
序
盤
の
点
差
を
守
り
切
っ
た

明
成
高
校
が
81
対
67
で
勝
利
を

収
め
、お
き
な
わ
カ
ッ
プ
を
制
し

た
。３
・
４
位
決
定
戦
で
は
桜
丘

高
校
と
洛
南
高
校
が
対
戦
し
、攻

守
と
も
に
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
な
桜

丘
高
校
が
じ
わ
じ
わ
と
点
差
を

広
げ
79
対
64
で
勝
利
し
３
位
と

な
っ
た
。５
・
６
位
決
定
戦
は
興

南
高
校
と
沖
縄
市
高
校
選
抜
で

競
わ
れ
、シ
ュ
ー
ト
の
正
確
さ
と

リ
バ
ウ
ン
ド
力
で
上
回
る
興
南

高
校
が
１
１
８
対
59
で
試
合
を

制
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、ダ
ン
ク
シ
ュ
ー
ト

コ
ン
テ
ス
ト
も
行
わ
れ
、高
身
長

の
選
手
に
よ
る
豪
快
な
ダ
ン
ク

シ
ュ
ー
ト
や
、力
強
い
ジ
ャ
ン
プ

か
ら
放
た
れ
る
迫
力
あ
る
ダ
ン

ク
シ
ュ
ー
ト
に
会
場
は
盛
り
上

が
っ
た
。

各
賞
の
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
。

（
敬
称
略
）

【
最
優
秀
賞
】八
村 

塁（
明
成
）

【
敢
闘
賞
】牧 

隼
利（
大
濠
）

【
ベ
ス
ト
５
】納
見 

悠
仁（
明
成
）、

西
田 

優
大（
大
濠
）、モ
ッ
チ 

ラ

ミ
ー
ン（
桜
丘
）、荒
川 

颯（
洛

南
）、ジ
ョ
ー
ン
ズ 

健
太
郎（
興

南
）

【
ダ
ン
ク
コ
ン
テ
ス
ト
】１
位
＝

八
村 

塁（
明
成
）、２
位
＝
モ
ッ
チ 

ラ
ミ
ー
ン（
桜
丘
）、３
位
＝
津
屋

一
球（
洛
南
）

市道国税庁西側線が全線開通

第
14
回 

沖
縄
市
長
杯
高
等
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

　お
き
な
わ
カ
ッ
プ

明
成
高
校（
宮
城
県
）が
優
勝
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KOZA CHOICE!

KOZA CHOICE!

月
今
の

　
沖
縄
市
の
中
央
パ
ー
ク
ア
ベ
ニ
ュ
ー
に
あ
る

１
９
５
６
年
創
業
の
老
舗
タ
コ
ス
屋「
チ
ャ
ー
リ
ー

多
幸
寿
」は
、沖
縄
で
最
初
の
タ
コ
ス
の
お
店
と
し

て
も
有
名
な
銘
店
で
す
。県
外
メ
デ
ィ
ア
に
も
よ
く

取
り
上
げ
ら
れ
、店
内
に
は
多
く
の
芸
能
人
の
サ
イ

ン
色
紙
が
飾
ら
れ
て
お
り
、「
チ
ャ
ー
リ
ー
多
幸
寿

に
サ
イ
ン
が
飾
ら
れ
れ
ば
必
ず
売
れ
る
」と
い
う
噂

も
あ
る
そ
う
で
す
。

　
メ
ニ
ュ
ー
は
タ
コ
ス
を
メ
イ
ン
に
、オ
リ
ジ
ナ
ル

タ
コ
ラ
イ
ス
で
あ
る
チ
ャ
ー
リ
ー
ラ
イ
ス
や
、ハ
ン

バ
ー
ガ
ー
、ホ
ッ
ト
ド
ッ
グ
、イ
ン
テ
ィ
ラ
ー
ダ
な

ど
、コ
ザ
ら
し
い
ア
メ
リ
カ
ン
な
フ
ー
ド
が
楽
し
め

ま
す
。

　
今
回
ご
紹
介
し
て
い
る
タ
コ
ス
は
、風
味
豊
か
な

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ト
ル
テ
ィ
ー
ヤ
生
地
に
、ひ
き
肉
、

レ
タ
ス
、ト
マ
ト
を
の
せ
た
ボ
リ
ュ
ー
ム
満
点
の
一

品
で
、昔
か
ら
多
く
の
フ
ァ
ン
が
い
る
そ
う
で
す
。

具
材
は
ビ
ー
フ
の
ほ
か
、タ
コ
ス
で
は
珍
し
い
チ
キ

ン
や
ツ
ナ
も
用
意
し
て
い
ま
す
。３
個
セ
ッ
ト
の
タ

コ
ス
で
は
、１

つ
ず
つ
具
材
を

選
ぶ
こ
と
も
で

き
ま
す
の
で
、

３
種
類
す
べ
て

チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

　
１
９
６
０
年
代
か
ら
現
在
に
か
け
て
、度
々
来
沖

し
、沖
縄
を
テ
ー
マ
に
し
た
写
真
を
撮
り
続
け
て
い

る
石
川
文
洋
氏
の
写
真
展「
石
川
文
洋
が
見
た
沖

縄
」展
が
ヒ
ス
ト
リ
ー
ト
Ⅱ
で
開
催
中
で
す
。

　
３
月
の
新
聞
紙
上
に
お
い
て「
沖
縄
の
核
　
発
射

誤
命
令
」と
い
う
報
道
が
あ
り
ま
し
た
。こ
れ
は
、62

年
に
起
き
た「
キ
ュ
ー
バ
危
機
」の
際
、沖
縄
の
ミ
サ

イ
ル
部
隊
に
核
攻
撃
命
令
が
誤
っ
て
出
さ
れ
、現
地

指
揮
官
の
判
断
で
発
射
が
回
避
さ
れ
た
と
い
う
内

容
で
し
た
。誤
発
射
命
令
が
出
さ
れ
た
同
年
10
月
28

日
は
キ
ュ
ー
バ
上
空
で
米
軍
偵
察
機
が
撃
墜
さ
れ
、

緊
張
が
最
も
高
ま
っ
た
時
期
で
、米
軍
内
に
混
乱
が

あ
っ
た
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。　
　
　

　
写
真
の
黒
い
ス
パ
イ
機
Ｓ
Ｒ
71
は
、キ
ュ
ー
バ
危

機
で
撃
墜
さ
れ
た
Ｕ
２
偵
察
機
の
後
継
機
で
、同
機

の
撃
墜
事
件
を
受
け
、高
々
度
で
超
音
速
飛
行
を
行

い
、ミ
サ
イ
ル
迎
撃
を
回
避
す
る
こ
と
を
目
標
に
開

発
さ
れ
ま
し
た
。Ｓ
Ｒ
71
は
嘉
手
納
基
地
に
も
配
備

さ
れ
、２
万
４
０
０
０
㎞
の
高
空
を
マ
ッ
ハ
３
以
上

で
飛
行
し
東
ア
ジ
ア
や
東
南
ア
ジ
ア
の
偵
察
に
あ

た
り
、そ
の
異
様
な
形
状
と
夜
間
に
出
撃
す
る
こ
と

か
ら
、現
地
部
隊
で
は「
ハ
ブ
」(Habu)

と
呼
ば
れ

て
い
ま
し
た
。そ
の
後
、運
用
コ
ス
ト
高
や
偵
察
衛

星
の
進
歩
に
よ
り
、90
年
に
は
嘉
手
納
基
地
か
ら
姿

を
消
し
、98
年
に
正
式
に
退
役
し
ま
し
た
。

　
沖
縄
県
で
は
、戦
中
戦
後
の
混
乱
期

に
義
務
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
方
へ
就
学
機
会
の
提
供
と
卒
業

に
相
当
す
る
証
書
の
発
行
を
行
う
義

務
教
育
未
修
了
者
支
援
事
業
を
行
っ

て
い
る
。こ
の
事
業
は
、対
象
者
が
学
習

を
希
望
し
た
場
合
に
、公
立
中
学
校
に

籍
を
お
き
な
が
ら
、民
間
の
教
育
施

設
、公
立
中
学
校
、ま
た
は
そ
の
両
方

で
学
ぶ
３
通
り
の
学
習
方
法
か
ら
選
べ

る
仕
組
み
と
な
っ
て
お
り
、嘉
納
さ
ん

は
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
ン
カ
レ
ッ
ジ
の
沖

縄
市
に
あ
る
教
育
施
設
で
３
年
間
学

び
、晴
れ
て
３
月
13
日
に
卒
業
証
書
を

手
に
し
た
。

　
嘉
納
さ
ん
は
、６
人
兄
弟
の
２
番

目
、長
女
と
し
て
糸
満
市
で
生
ま
れ
、

小
学
生
の
時
に
太
平
洋
戦
争
が
始
ま

る
と
、学
校
で
は
授
業
は
あ
ま
り
行
わ

れ
ず
、軍
の
奉
仕
作
業
に
駆
り
出
さ
れ

た
。戦
後
、兄
は
学
校
に
通
っ
た
が
、嘉

納
さ
ん
と
す
ぐ
下
の
妹
は
、母
親
の
手

伝
い
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
学
校
に

通
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。畑
仕
事

の
手
伝
い
や
洋
裁
店
の
見
習
い
、雑
貨

店
の
店
員
な
ど
様
々
な
仕
事
に
就
き
、

母
親
や
下
の
兄
弟
た
ち
を
養
う
た
め

に
働
い
た
。結
婚
後
も
洋
裁
店
の
下
請

け
の
仕
事
を
し
な
が
ら
４
人
の
子
供

を
育
て
あ
げ
た
。そ
の
間
も
ず
っ
と
学

び
た
い
気
持
ち
が
心
の
中
に
あ
っ
た
そ

う
だ
。そ
ん
な
嘉
納
さ
ん
の
気
持
ち
を

知
っ
て
い
た
息
子
さ
ん
が
義
務
教
育
未

修
了
者
支
援
事
業
を
知
り
、受
講
を
勧

め
て
く
れ
た
こ
と
か
ら
、嘉
納
さ
ん
は

平
成
24
年
に
就
学
し
た
。

　
学
校
の
授
業
は
、平
日
１
時
か
ら
４

時
ま
で
の
３
時
間
で
、ほ
ぼ
中
学
校
と

同
じ
教
科
を
学
ぶ
。通
常
の
教
科
書
は

使
わ
ず
、教
師
が
個
々
に
応
じ
た
教
材

を
作
り
授
業
を
行
う
。理
科
の
実
験
や

遠
足
、宿
題
や
日
直
な
ど
学
校
生
活
を

体
験
で
き
る
。生
徒
た
ち
は
楽
し
く
通

学
し
て
い
る
が
、高
齢
の
た
め
、体
調
不

良
に
な
る
こ
と
も
あ
り
、継
続
し
て
通

う
こ
と
が
難
し
い
場
合
も
あ
る
そ
う

だ
。嘉
納
さ
ん
も
徒
歩
に
よ
る
通
学
が

厳
し
く
、電
動
の
シ
ニ
ア
カ
ー
で
３
年

間
通
学
し
た
。嘉
納
さ
ん
に
と
っ
て
学

校
に
行
く
こ
と
は
、学
生
の
頃
の
気
持

ち
に
戻
る
こ
と
が
で
き
、勉
強
も
理
解

で
き
る
ま
で
丁
寧
に
教
え
て
も
ら
え
て
、

毎
日
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
る
貴
重
な
経
験
だ
っ
た
。ま
た
、

指
導
し
た
教
師
も
嘉
納
さ
ん
の
学
ぶ

情
熱
は
誰
よ
り
も
強
か
っ
た
と
話
す
。

　
嘉
納
さ
ん
は「
毎
日
が
と
て
も
楽
し

か
っ
た
の
で
、他
の
人
に
も
勧
め
た
い
。

忙
し
い
思
い
を
し
た
け
ど
卒
業
で
き
て

今
は『
ホ
ッ
』と
し
て
い
る
し
、自
分
が

卒
業
し
た
こ
と
を
子
供
や
孫
が
喜
ん

で
く
れ
た
こ
と
が
一
番
う
れ
し
い
」と

語
っ
た
。で
も
、や
っ
ぱ
り
淋
し
さ
も
あ

る
よ
う
で「
金
曜
日
の
パ
ソ
コ
ン
の
授

業
だ
け
で
も
参
加
し
た
い
な
あ
」と

笑
っ
た
。

　
泡
瀬
第
三
自
治
会（
崎
山
峰
生
会

長
）は
、４
月
に
自
治
会
長
を
15
年
間

務
め
た
高
江
洲
義
裕
さ
ん
に
代
わ

り
、崎
山
峰
男
さ
ん
が
自
治
会
長
に

就
任
し
た
。崎
山
会
長
は「
泡
瀬
第
三

自
治
会
は
自
治
会
加
入
率
が
市
内
で

最
も
高
く
、ま
と
ま
り
の
あ
る
地
域

だ
と
思
う
。前
会
長
が
築
い
て
き
た

良
い
も
の
を
し
っ
か
り
引
き
継
い
で

い
き
た
い
」と
話
し
て
い
る
。泡
瀬
第

三
自
治
会
は
地
域
住
民
が
自
治
会
に

協
力
的
で
、大
正
琴
、こ
ど
も
京
太
郎

育
成
会
、ウ
ク
レ
レ
な
ど
、サ
ー
ク
ル

活
動
も
活
発
だ
。日
頃
か
ら
泡
瀬
復

興
期
成
会
と
連
携
し
て
お
り
、３
月

に
合
同
で
開
催
し
た
ス
プ
リ
ン
グ

フ
ェ
ア
で
は
、グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

や
ダ
ー
ツ
、輪
投
げ
、カ
ラ
オ
ケ
、

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
で
、こ
ど
も
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
多
く
の
来
場
者
を

楽
し
ま
せ
た
。他
に
も
、自
治
会
員
で

地
域
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
に
取
り
組

む
な
ど
、一
体
感
の
強
い
地
域
と

な
っ
て
い
る
。崎
山
会
長
は「
新
自
治

会
長
と
し
て
の
目
標
は
、活
発
な
活

動
を
継
続
し
、地
域
の
方
が
足
を
運

び
や
す
い
自
治
会
を
つ
く
る
こ
と
」

と
話
し
て
い
る
。

今月の人276

コ

イ
ス 

11

学
ぶ
喜
び
に

笑
顔
が
あ
ふ
れ
る

嘉
納 

初
子 

さ
ん

　沖
縄
県
で
は
、戦
中
戦
後
の
混

乱
期
に
義
務
教
育
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
方
が
大
勢
お
り
、

県
で
は
そ
の
よ
う
な
方
た
ち
が
義

務
教
育
を
修
了
す
る
た
め
の
支
援

事
業
を
行
っ
て
い
る
。今
月
は
、晴

れ
て
そ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
修
了

し
中
学
校
の
卒
業
証
書
を
手
に
し

た
嘉
納
初
子
さ
ん
に
、学
ぶ
喜
び

や
卒
業
へ
の
思
い
を
聞
い
た
。 （82）
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2沖縄市自治会紹介

▲

大
勢
の
住
民
が
集
ま
っ
た
夏
ま
つ
り

▲

地
域
住
民
が
楽
し
ん
だ
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ア

泡
瀬
第
三
自
治
会

住
民
の
力
で
地
域
を
盛
り
上
げ
る

　
城
前
町
自
治
会（
新
里
賢
一
会
長
）

は
世
帯
数
が
約
５
０
０
戸
で
、市
内

で
は
小
さ
め
の
自
治
会
だ
が
、そ
の

分
、会
員
の
つ
な
が
り
は
強
い
。地
域

の
夏
ま
つ
り
に
は
１
６
０
人
が
出
演

し
、ダ
ン
ス
や
エ
イ
サ
ー
を
披
露
し

た
。先
日
、地
域
で
民
家
が
全
焼
す
る

火
災
が
発
生
し
た
際
に
は
、会
員
ら

が
見
舞
金
や
衣
服
、生
活
用
品
な
ど

を
被
災
者
に
贈
っ
た
。近
隣
の
自
治

会
と
の
協
力
体
制
も
整
え
て
お
り
、

昨
年
11
月
に
は
、コ
ザ
十
字
路
付
近

を
発
展
さ
せ
よ
う
と
、城
前
、照
屋
、

宮
里
、吉
原
の
自
治
会
長
で「
コ
ザ
の

ま
ち
づ
く
り
準
備
委
員
会
」を
立
ち

上
げ
た
。委
員
会
に
は
各
通
り
会
も

賛
同
し
加
入
し
て
い
る
。

　
新
里
会
長
は「
こ
れ
ま
で
の
風
習

を
大
切
に
し
な
が
ら
新
し
い
こ
と
に

も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。城
前
は

尚
泰
久
王
が
王
位
に
就
く
ま
で
居
城

し
た
越
来
城
が
あ
っ
た
場
所
な
の

で
、後
世
に
伝
え
る
建
造
物
を
建
て
、

学
び
や
観
光
資
源
に
活
用
で
き
れ
ば

と
考
え
て
い
る
。た
く
さ
ん
の
人
が

集
ま
る
公
民
館
を
目
指
し
、幅
広
い

年
齢
層
が
楽
し
め
る
催
し
も
企
画
し

て
い
き
た
い
」と
意
気
込
ん
で
い
る
。

城
前
自
治
会

地
域
が
協
力
し
街
を
活
性
化

か 

の
う

は
つ 

こし
ん
ざ
と 

け
ん
い
ち

さ
き
や
ま  

み
ね 

お
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KOZA CHOICE!

KOZA CHOICE!

月
今
の

　
沖
縄
市
の
中
央
パ
ー
ク
ア
ベ
ニ
ュ
ー
に
あ
る

１
９
５
６
年
創
業
の
老
舗
タ
コ
ス
屋「
チ
ャ
ー
リ
ー

多
幸
寿
」は
、沖
縄
で
最
初
の
タ
コ
ス
の
お
店
と
し

て
も
有
名
な
銘
店
で
す
。県
外
メ
デ
ィ
ア
に
も
よ
く

取
り
上
げ
ら
れ
、店
内
に
は
多
く
の
芸
能
人
の
サ
イ

ン
色
紙
が
飾
ら
れ
て
お
り
、「
チ
ャ
ー
リ
ー
多
幸
寿

に
サ
イ
ン
が
飾
ら
れ
れ
ば
必
ず
売
れ
る
」と
い
う
噂

も
あ
る
そ
う
で
す
。

　
メ
ニ
ュ
ー
は
タ
コ
ス
を
メ
イ
ン
に
、オ
リ
ジ
ナ
ル

タ
コ
ラ
イ
ス
で
あ
る
チ
ャ
ー
リ
ー
ラ
イ
ス
や
、ハ
ン

バ
ー
ガ
ー
、ホ
ッ
ト
ド
ッ
グ
、イ
ン
テ
ィ
ラ
ー
ダ
な

ど
、コ
ザ
ら
し
い
ア
メ
リ
カ
ン
な
フ
ー
ド
が
楽
し
め

ま
す
。

　
今
回
ご
紹
介
し
て
い
る
タ
コ
ス
は
、風
味
豊
か
な

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ト
ル
テ
ィ
ー
ヤ
生
地
に
、ひ
き
肉
、

レ
タ
ス
、ト
マ
ト
を
の
せ
た
ボ
リ
ュ
ー
ム
満
点
の
一

品
で
、昔
か
ら
多
く
の
フ
ァ
ン
が
い
る
そ
う
で
す
。

具
材
は
ビ
ー
フ
の
ほ
か
、タ
コ
ス
で
は
珍
し
い
チ
キ

ン
や
ツ
ナ
も
用
意
し
て
い
ま
す
。３
個
セ
ッ
ト
の
タ

コ
ス
で
は
、１

つ
ず
つ
具
材
を

選
ぶ
こ
と
も
で

き
ま
す
の
で
、

３
種
類
す
べ
て

チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

　
１
９
６
０
年
代
か
ら
現
在
に
か
け
て
、度
々
来
沖

し
、沖
縄
を
テ
ー
マ
に
し
た
写
真
を
撮
り
続
け
て
い

る
石
川
文
洋
氏
の
写
真
展「
石
川
文
洋
が
見
た
沖

縄
」展
が
ヒ
ス
ト
リ
ー
ト
Ⅱ
で
開
催
中
で
す
。

　
３
月
の
新
聞
紙
上
に
お
い
て「
沖
縄
の
核
　
発
射

誤
命
令
」と
い
う
報
道
が
あ
り
ま
し
た
。こ
れ
は
、62

年
に
起
き
た「
キ
ュ
ー
バ
危
機
」の
際
、沖
縄
の
ミ
サ

イ
ル
部
隊
に
核
攻
撃
命
令
が
誤
っ
て
出
さ
れ
、現
地

指
揮
官
の
判
断
で
発
射
が
回
避
さ
れ
た
と
い
う
内

容
で
し
た
。誤
発
射
命
令
が
出
さ
れ
た
同
年
10
月
28

日
は
キ
ュ
ー
バ
上
空
で
米
軍
偵
察
機
が
撃
墜
さ
れ
、

緊
張
が
最
も
高
ま
っ
た
時
期
で
、米
軍
内
に
混
乱
が

あ
っ
た
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。　
　
　

　
写
真
の
黒
い
ス
パ
イ
機
Ｓ
Ｒ
71
は
、キ
ュ
ー
バ
危

機
で
撃
墜
さ
れ
た
Ｕ
２
偵
察
機
の
後
継
機
で
、同
機

の
撃
墜
事
件
を
受
け
、高
々
度
で
超
音
速
飛
行
を
行

い
、ミ
サ
イ
ル
迎
撃
を
回
避
す
る
こ
と
を
目
標
に
開

発
さ
れ
ま
し
た
。Ｓ
Ｒ
71
は
嘉
手
納
基
地
に
も
配
備

さ
れ
、２
万
４
０
０
０
㎞
の
高
空
を
マ
ッ
ハ
３
以
上

で
飛
行
し
東
ア
ジ
ア
や
東
南
ア
ジ
ア
の
偵
察
に
あ

た
り
、そ
の
異
様
な
形
状
と
夜
間
に
出
撃
す
る
こ
と

か
ら
、現
地
部
隊
で
は「
ハ
ブ
」(Habu)

と
呼
ば
れ

て
い
ま
し
た
。そ
の
後
、運
用
コ
ス
ト
高
や
偵
察
衛

星
の
進
歩
に
よ
り
、90
年
に
は
嘉
手
納
基
地
か
ら
姿

を
消
し
、98
年
に
正
式
に
退
役
し
ま
し
た
。

　
沖
縄
県
で
は
、戦
中
戦
後
の
混
乱
期

に
義
務
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
方
へ
就
学
機
会
の
提
供
と
卒
業

に
相
当
す
る
証
書
の
発
行
を
行
う
義

務
教
育
未
修
了
者
支
援
事
業
を
行
っ

て
い
る
。こ
の
事
業
は
、対
象
者
が
学
習

を
希
望
し
た
場
合
に
、公
立
中
学
校
に

籍
を
お
き
な
が
ら
、民
間
の
教
育
施

設
、公
立
中
学
校
、ま
た
は
そ
の
両
方

で
学
ぶ
３
通
り
の
学
習
方
法
か
ら
選
べ

る
仕
組
み
と
な
っ
て
お
り
、嘉
納
さ
ん

は
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
ン
カ
レ
ッ
ジ
の
沖

縄
市
に
あ
る
教
育
施
設
で
３
年
間
学

び
、晴
れ
て
３
月
13
日
に
卒
業
証
書
を

手
に
し
た
。

　
嘉
納
さ
ん
は
、６
人
兄
弟
の
２
番

目
、長
女
と
し
て
糸
満
市
で
生
ま
れ
、

小
学
生
の
時
に
太
平
洋
戦
争
が
始
ま

る
と
、学
校
で
は
授
業
は
あ
ま
り
行
わ

れ
ず
、軍
の
奉
仕
作
業
に
駆
り
出
さ
れ

た
。戦
後
、兄
は
学
校
に
通
っ
た
が
、嘉

納
さ
ん
と
す
ぐ
下
の
妹
は
、母
親
の
手

伝
い
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
学
校
に

通
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。畑
仕
事

の
手
伝
い
や
洋
裁
店
の
見
習
い
、雑
貨

店
の
店
員
な
ど
様
々
な
仕
事
に
就
き
、

母
親
や
下
の
兄
弟
た
ち
を
養
う
た
め

に
働
い
た
。結
婚
後
も
洋
裁
店
の
下
請

け
の
仕
事
を
し
な
が
ら
４
人
の
子
供

を
育
て
あ
げ
た
。そ
の
間
も
ず
っ
と
学

び
た
い
気
持
ち
が
心
の
中
に
あ
っ
た
そ

う
だ
。そ
ん
な
嘉
納
さ
ん
の
気
持
ち
を

知
っ
て
い
た
息
子
さ
ん
が
義
務
教
育
未

修
了
者
支
援
事
業
を
知
り
、受
講
を
勧

め
て
く
れ
た
こ
と
か
ら
、嘉
納
さ
ん
は

平
成
24
年
に
就
学
し
た
。

　
学
校
の
授
業
は
、平
日
１
時
か
ら
４

時
ま
で
の
３
時
間
で
、ほ
ぼ
中
学
校
と

同
じ
教
科
を
学
ぶ
。通
常
の
教
科
書
は

使
わ
ず
、教
師
が
個
々
に
応
じ
た
教
材

を
作
り
授
業
を
行
う
。理
科
の
実
験
や

遠
足
、宿
題
や
日
直
な
ど
学
校
生
活
を

体
験
で
き
る
。生
徒
た
ち
は
楽
し
く
通

学
し
て
い
る
が
、高
齢
の
た
め
、体
調
不

良
に
な
る
こ
と
も
あ
り
、継
続
し
て
通

う
こ
と
が
難
し
い
場
合
も
あ
る
そ
う

だ
。嘉
納
さ
ん
も
徒
歩
に
よ
る
通
学
が

厳
し
く
、電
動
の
シ
ニ
ア
カ
ー
で
３
年

間
通
学
し
た
。嘉
納
さ
ん
に
と
っ
て
学

校
に
行
く
こ
と
は
、学
生
の
頃
の
気
持

ち
に
戻
る
こ
と
が
で
き
、勉
強
も
理
解

で
き
る
ま
で
丁
寧
に
教
え
て
も
ら
え
て
、

毎
日
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
る
貴
重
な
経
験
だ
っ
た
。ま
た
、

指
導
し
た
教
師
も
嘉
納
さ
ん
の
学
ぶ

情
熱
は
誰
よ
り
も
強
か
っ
た
と
話
す
。

　
嘉
納
さ
ん
は「
毎
日
が
と
て
も
楽
し

か
っ
た
の
で
、他
の
人
に
も
勧
め
た
い
。

忙
し
い
思
い
を
し
た
け
ど
卒
業
で
き
て

今
は『
ホ
ッ
』と
し
て
い
る
し
、自
分
が

卒
業
し
た
こ
と
を
子
供
や
孫
が
喜
ん

で
く
れ
た
こ
と
が
一
番
う
れ
し
い
」と

語
っ
た
。で
も
、や
っ
ぱ
り
淋
し
さ
も
あ

る
よ
う
で「
金
曜
日
の
パ
ソ
コ
ン
の
授

業
だ
け
で
も
参
加
し
た
い
な
あ
」と

笑
っ
た
。

　
泡
瀬
第
三
自
治
会（
崎
山
峰
生
会

長
）は
、４
月
に
自
治
会
長
を
15
年
間

務
め
た
高
江
洲
義
裕
さ
ん
に
代
わ

り
、崎
山
峰
男
さ
ん
が
自
治
会
長
に

就
任
し
た
。崎
山
会
長
は「
泡
瀬
第
三

自
治
会
は
自
治
会
加
入
率
が
市
内
で

最
も
高
く
、ま
と
ま
り
の
あ
る
地
域

だ
と
思
う
。前
会
長
が
築
い
て
き
た

良
い
も
の
を
し
っ
か
り
引
き
継
い
で

い
き
た
い
」と
話
し
て
い
る
。泡
瀬
第

三
自
治
会
は
地
域
住
民
が
自
治
会
に

協
力
的
で
、大
正
琴
、こ
ど
も
京
太
郎

育
成
会
、ウ
ク
レ
レ
な
ど
、サ
ー
ク
ル

活
動
も
活
発
だ
。日
頃
か
ら
泡
瀬
復

興
期
成
会
と
連
携
し
て
お
り
、３
月

に
合
同
で
開
催
し
た
ス
プ
リ
ン
グ

フ
ェ
ア
で
は
、グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

や
ダ
ー
ツ
、輪
投
げ
、カ
ラ
オ
ケ
、

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
で
、こ
ど
も
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
多
く
の
来
場
者
を

楽
し
ま
せ
た
。他
に
も
、自
治
会
員
で

地
域
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
に
取
り
組

む
な
ど
、一
体
感
の
強
い
地
域
と

な
っ
て
い
る
。崎
山
会
長
は「
新
自
治

会
長
と
し
て
の
目
標
は
、活
発
な
活

動
を
継
続
し
、地
域
の
方
が
足
を
運

び
や
す
い
自
治
会
を
つ
く
る
こ
と
」

と
話
し
て
い
る
。

今月の人276

コ

イ
ス 

11

学
ぶ
喜
び
に

笑
顔
が
あ
ふ
れ
る

嘉
納 

初
子 

さ
ん

　沖
縄
県
で
は
、戦
中
戦
後
の
混

乱
期
に
義
務
教
育
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
方
が
大
勢
お
り
、

県
で
は
そ
の
よ
う
な
方
た
ち
が
義

務
教
育
を
修
了
す
る
た
め
の
支
援

事
業
を
行
っ
て
い
る
。今
月
は
、晴

れ
て
そ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
修
了

し
中
学
校
の
卒
業
証
書
を
手
に
し

た
嘉
納
初
子
さ
ん
に
、学
ぶ
喜
び

や
卒
業
へ
の
思
い
を
聞
い
た
。 （82）
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2沖縄市自治会紹介

▲

大
勢
の
住
民
が
集
ま
っ
た
夏
ま
つ
り

▲

地
域
住
民
が
楽
し
ん
だ
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ア

泡
瀬
第
三
自
治
会

住
民
の
力
で
地
域
を
盛
り
上
げ
る

　
城
前
町
自
治
会（
新
里
賢
一
会
長
）

は
世
帯
数
が
約
５
０
０
戸
で
、市
内

で
は
小
さ
め
の
自
治
会
だ
が
、そ
の

分
、会
員
の
つ
な
が
り
は
強
い
。地
域

の
夏
ま
つ
り
に
は
１
６
０
人
が
出
演

し
、ダ
ン
ス
や
エ
イ
サ
ー
を
披
露
し

た
。先
日
、地
域
で
民
家
が
全
焼
す
る

火
災
が
発
生
し
た
際
に
は
、会
員
ら

が
見
舞
金
や
衣
服
、生
活
用
品
な
ど

を
被
災
者
に
贈
っ
た
。近
隣
の
自
治

会
と
の
協
力
体
制
も
整
え
て
お
り
、

昨
年
11
月
に
は
、コ
ザ
十
字
路
付
近

を
発
展
さ
せ
よ
う
と
、城
前
、照
屋
、

宮
里
、吉
原
の
自
治
会
長
で「
コ
ザ
の

ま
ち
づ
く
り
準
備
委
員
会
」を
立
ち

上
げ
た
。委
員
会
に
は
各
通
り
会
も

賛
同
し
加
入
し
て
い
る
。

　
新
里
会
長
は「
こ
れ
ま
で
の
風
習

を
大
切
に
し
な
が
ら
新
し
い
こ
と
に

も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。城
前
は

尚
泰
久
王
が
王
位
に
就
く
ま
で
居
城

し
た
越
来
城
が
あ
っ
た
場
所
な
の

で
、後
世
に
伝
え
る
建
造
物
を
建
て
、

学
び
や
観
光
資
源
に
活
用
で
き
れ
ば

と
考
え
て
い
る
。た
く
さ
ん
の
人
が

集
ま
る
公
民
館
を
目
指
し
、幅
広
い

年
齢
層
が
楽
し
め
る
催
し
も
企
画
し

て
い
き
た
い
」と
意
気
込
ん
で
い
る
。

城
前
自
治
会

地
域
が
協
力
し
街
を
活
性
化

か 

の
う

は
つ 

こし
ん
ざ
と 

け
ん
い
ち

さ
き
や
ま  

み
ね 

お
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▲イベントを開催し、義援金の寄付を呼びかけた美里公園通り会

　
く
す
の
木
通
り
の
道
路
拡

張
工
事
な
ど
に
よ
り
胡
屋
か

ら
山
里
に
移
転
し
た
沖
縄
警

察
署
の
跡
地
に
、コ
ザ
交
番
が

建
設
さ
れ
、４
月
１
日
に
同
交

番
で
開
所
式
が
行
わ
れ
た
。

　
コ
ザ
交
番
は
、沖
縄
警
察

署
の
移
転
に
よ
り
、大
通
り

や
繁
華
街
の
あ
る
胡
屋
十
字

路
付
近
の
治
安
の
悪
化
を
懸

念
し
た
住
民
の
要
望
に
応
え

て
開
所
さ
れ
た
交
番
で
、中

央
交
番
と
照
屋
交
番
を
統
合

し
た
県
内
初
の
大
型
交
番
と

な
っ
て
い
る
。敷
地
面
積
は

約
４
９
８
平
方
メ
ー
ト
ル
、

延
床
面
積
が
約
２
９
２
平
方

メ
ー
ト
ル
で
、地
上
２
階
、地

下
１
階
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
り
。警
察
本
部
が
使
用

す
る
事
務
室
の
ほ
か
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ル
ー
ム
や
相

談
室
な
ど
も
備
え
ら
れ
て
い

る
。開
所
式
で
コ
ザ
交
番
の

玉
城
高
志
所
長
は「
地
域
の

皆
様
の
安
心
安
全
の
た
め
、

所
員
全
員
が
気
持
ち
を
新
た

に
市
民
の
期
待
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た

い
」と
決
意
表
明
し
た
。

地
域
福
祉
の
向
上
に
努
め
る

　
コ
ザ
信
用
金
庫（
上
間
義
正
理

事
長
）の
新
本
店
が
市
上
地
に
完

成
し
、３
月
10
日
に
開
か
れ
た
落

成
式
典
に
先
立
ち
、本
市
と
災
害

時
に
お
け
る
民
間
一
時
避
難
場

所
に
関
す
る
協
定
の
締
結
を
発

表
し
た
。

　
同
協
定
に
よ
り
、地
震
や
風
水

害
な
ど
の
災
害
時
に
、必
要
に
応

じ
て
、同
信
用
金
庫
の
本
店
２
階

に
あ
る
大
会
議
室
に
、市
民
１
２

８
人
の
受
け
入
れ
が
可
能
な
一
時

避
難
所
を
開
設
す
る
こ
と
が
で
き

る
ほ
か
、飲
料
水
や
非
常
用
食
品
、

毛
布
な
ど
も
備
蓄
さ
れ
る
。

　
落
成
式
で
挨
拶
し
た
上
間
理
事

長
は「
新
本
店
は
、安
心
安
全
な
建

物
と
し
て
免
震
構
造
と
な
っ
て
い

る
。災
害
時
に
は
、社
会
的
責
任
と

し
て
、市
と
と
も
に
地
域
を
支
援

す
る
」と
抱
負
を
述
べ
た
。今
回
の

よ
う
に
、民
間
金
融
機
関
が
、災
害

時
に
避
難
施
設
と
し
て
開
放
さ
れ

る
協
定
は
、県
内
初
と
な
る
。

▶
交
通
安
全
お
守
り
を
作
成
し
た

　
市
婦
人
会
連
合
会
の
み
な
さ
ん

▶
沖
縄
警
察
署
跡
地
に
建
て
ら
れ
た
県
内
初
の

　「
大
型
交
番
」
コ
ザ
交
番

▶
市
政
発
展
に
貢
献
し
た
被
表
彰
者

市婦人連合会が手作りのお守りを作成

県内初の大型交番開所
沖縄警察署跡地にコザ交番

　
沖
縄
市
婦
人
連
合
会（
川
上
の
り
子
会

長
）が「
沖
縄
市
交
通
安
全
母
の
会
」の
活

動
と
し
て
、こ
の
春
、入
学
す
る
新
１
年
生

に「
安
心
安
全
で
元
気
に
通
学
で
き
る
よ

う
に
」と
願
い
を
込
め
た
、手
作
り
の
交
通

安
全
お
守
り
を
作
成
し
た
。

　
同
活
動
は
、平
成
13
年
度
か
ら
行
わ
れ

て
お
り
、今
年
は
、新
１
年
生
と
先
生
や
保

護
者
な
ど
を
含
め
た
、約
１
，８
０
０
個
の

お
守
り
を
同
連
合
会
の
会
員
が
交
通
安
全

へ
の
思
い
を
込
め
て
作
成
し
た
。作
成
さ

れ
た
お
守
り
は
、市
内
各
小
学
校
で
行
わ

れ
る
交
通
安
全
教
室
の
際
に
、こ
ど
も
達

に
贈
ら
れ
る
。

　
本
市
を
通
し
て
日
本
赤
十
字
社 

東
日
本
大
震

災
義
援
金
に
多
く
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。こ
の
た
び
、日
本

赤
十
字
社
は
東
日
本
大
震
災
義
援
金
の
受
付
期

間
を
１
年
間
延
長
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
た
め
、

本
市
で
も
引
き
続
き
受
け
付
け
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。皆
様
の
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

受
付
期
間
：
平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で

問
合
せ
：
市
民
生
活
課

　
　
　  
☎
９
３
９‐

１
２
１
２（
内
線
２
２
０
７
）

市
社
協
の
会
長
に
積
靜
江
さ
ん

コ
ザ
信
用
金
庫
と
災
害
時
に
お
け
る

　
　
　
　一
時
避
難
場
所
に
関
す
る
協
定
を
締
結

　
市
の
経
済
・
文
化
・
社
会
福
祉
や

そ
の
他
、各
般
に
わ
た
り
市
政
発

展
に
貢
献
し
た
方
々
の
業
績
を
称

え
、個
人
や
団
体
を
表
彰
す
る
沖

縄
市
表
彰
式
典
が
４
月
９
日
、市

民
会
館
中
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
。

　
今
年
度
表
彰
さ
れ
た
方
々
は
個

人
12
人
と
６
団
体
で
桑
江
市
長
か

ら
一
人
ひ
と
り
へ
表
彰
状
と
記
念

品
が
贈
ら
れ
た
。式
典
で
桑
江
市

長
は「
皆
様
の
多
大
な
ご
功
績
と

ご
尽
力
に
対
し
深
く
敬
意
を
表
す

る
。今
後
と
も
豊
富
な
知
識
と
経

験
を
活
か
し
て
本
市
の
発
展
の
た

め
に
力
添
え
を
頂
き
た
い
」と
祝

辞
を
述
べ
た
。披
表
彰
者
を
代
表

し
て
久
場
兼
功
さ
ん
が「
地
域
や

周
り
の
方
に
感
謝
し
、今
後
も
福

祉
向
上
に
貢
献
し
、頑
張
っ
て
い

き
た
い
」と
挨
拶
を
し
た
。

披
表
彰
者
は
次
の
通
り

　
　
　
　
　  （
敬
省
略
・
順
不
同
）

功
労
表
彰（
個
人
）

　
東
門
美
津
子

一
般
表
彰（
個
人
）

知
念
清
哲
、比
嘉
良
美
津
、津
波

古
洋
子
、久
場
兼
功
、伊
禮
幸

子
、比
嘉
ひ
と
み
、金
城
廣
、仲

宗
根
清
朝
、山
内
盛
芳
、温
井
明

二
、喜
友
名
諒

一
般
表
彰（
団
体
）

沖
縄
市
文
化
協
会
、沖
縄
市
母

子
保
健
推
進
員
協
議
会
、上
門

工
業
株
式
会
社
、株
式
会
社
上

門
工
業
、華
道
家
元
池
坊
沖
縄

ゆ
う
な
会
支
所
翠
光
会
、表
千

家
流
尚
風
会

個
人
12
人
と
９
団
体
が
表
彰

市
の
発
展
に
多
大
な
功
績

　
地
域
福
祉
の
発
展
と
充
実
の
た
め
様
々
な
事

業
を
展
開
し
て
い
る
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
会

長
に
４
月
１
日
付
で
積
靜
江
さ
ん
が
就
任
し

た
。同
日
、積
会
長
を
は
じ
め
、前
会
長
の
名
嘉

隆
一
さ
ん
や
協
議
会
の
役
員
が
桑
江
市
長
に
新

会
長
就
任
の
報
告
と
あ
い
さ
つ
を
す
る
た
め
沖

縄
市
役
所
を
訪
れ
た
。積
会
長
は「
歴
代
会
長
の

顔
ぶ
れ
を
見
る
と
重
圧
を
感
じ
る
が
、皆
様
の

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
き
た

い
」と
意
気
込
み
を
話
し
た
。会
長
の
任
期
は
平

成
27
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
28
年
３
月
31
日
ま

で
の
１
年
間
と
な
っ
て
い
る
。

▶
釜
石
市
の
復
興
支
援
の
た
め
派
遣
さ
れ
た

　
久
場
拓
也
さ
ん
（
中
央
）

▶
新
本
店
の
落
成
式
典
前
に
協
定
を
交
わ
し
た
　

　
桑
江
市
長
（
右
）
と
上
間
理
事
長
（
左
）

▶
会
長
に
就
任
し
た
積
靜
江
さ
ん
（
左
か
ら
３
人
目
）

岩手県釜石市に職員派遣
　
市
は
東
日
本
大
震
災
で
甚
大
な
被
害
を

受
け
た
岩
手
県
釜
石
市
の
復
興
支
援
の
た

め
、本
市
建
設
部
企
画
調
整
担
当
職
員
の

久
場
拓
也
さ
ん
を
派
遣
し
た
。

　
３
月
25
日
に
辞
令
を
受
け
取
っ
た
久
場

さ
ん
は「
被
災
地
の
た
め
何
か
で
き
る
こ

と
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
た
。復
興
支
援

に
取
り
組
み
な
が
ら
災
害
時
の
対
応
も
学

び
た
い
」と
話
し
た
。久
場
さ
ん
は
４
月
１

日
か
ら
平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
、釜
石
市

の
復
興
推
進
本
部
都
市
整
備
推
進
室
に
勤

務
し
用
地
取
得
業
務
に
あ
た
る
。本
市
で

は
震
災
直
後
か
ら
市
民
に
呼
び
か
け
義
援

金
の
送
金
や
支
援
物
資
の
発
送
、職
員
の

派
遣
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

た
ま
し
ろ  

た
か  

し

せ
き 

し
ず 

え

東
日
本
大
震
災
義
援
金
寄
付
団
体

　
美
里
公
園
通
り
会（
３
月
13
日
）

　
コ
ザ
中
学
校
職
員
一
同（
３
月
23
日
）
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▲イベントを開催し、義援金の寄付を呼びかけた美里公園通り会

　
く
す
の
木
通
り
の
道
路
拡

張
工
事
な
ど
に
よ
り
胡
屋
か

ら
山
里
に
移
転
し
た
沖
縄
警

察
署
の
跡
地
に
、コ
ザ
交
番
が

建
設
さ
れ
、４
月
１
日
に
同
交

番
で
開
所
式
が
行
わ
れ
た
。

　
コ
ザ
交
番
は
、沖
縄
警
察

署
の
移
転
に
よ
り
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通
り

や
繁
華
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屋
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懸
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初
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約
４
９
８
平
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メ
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ル
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２
９
２
平
方
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ー
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造
り
。警
察
本
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が
使
用

す
る
事
務
室
の
ほ
か
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ル
ー
ム
や
相

談
室
な
ど
も
備
え
ら
れ
て
い

る
。開
所
式
で
コ
ザ
交
番
の

玉
城
高
志
所
長
は「
地
域
の

皆
様
の
安
心
安
全
の
た
め
、

所
員
全
員
が
気
持
ち
を
新
た

に
市
民
の
期
待
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た

い
」と
決
意
表
明
し
た
。

地
域
福
祉
の
向
上
に
努
め
る

　
コ
ザ
信
用
金
庫（
上
間
義
正
理

事
長
）の
新
本
店
が
市
上
地
に
完

成
し
、３
月
10
日
に
開
か
れ
た
落

成
式
典
に
先
立
ち
、本
市
と
災
害

時
に
お
け
る
民
間
一
時
避
難
場

所
に
関
す
る
協
定
の
締
結
を
発

表
し
た
。

　
同
協
定
に
よ
り
、地
震
や
風
水

害
な
ど
の
災
害
時
に
、必
要
に
応

じ
て
、同
信
用
金
庫
の
本
店
２
階

に
あ
る
大
会
議
室
に
、市
民
１
２

８
人
の
受
け
入
れ
が
可
能
な
一
時

避
難
所
を
開
設
す
る
こ
と
が
で
き

る
ほ
か
、飲
料
水
や
非
常
用
食
品
、

毛
布
な
ど
も
備
蓄
さ
れ
る
。

　
落
成
式
で
挨
拶
し
た
上
間
理
事

長
は「
新
本
店
は
、安
心
安
全
な
建

物
と
し
て
免
震
構
造
と
な
っ
て
い

る
。災
害
時
に
は
、社
会
的
責
任
と

し
て
、市
と
と
も
に
地
域
を
支
援

す
る
」と
抱
負
を
述
べ
た
。今
回
の

よ
う
に
、民
間
金
融
機
関
が
、災
害

時
に
避
難
施
設
と
し
て
開
放
さ
れ

る
協
定
は
、県
内
初
と
な
る
。

▶
交
通
安
全
お
守
り
を
作
成
し
た

　
市
婦
人
会
連
合
会
の
み
な
さ
ん

▶
沖
縄
警
察
署
跡
地
に
建
て
ら
れ
た
県
内
初
の

　「
大
型
交
番
」
コ
ザ
交
番

▶
市
政
発
展
に
貢
献
し
た
被
表
彰
者

市婦人連合会が手作りのお守りを作成

県内初の大型交番開所
沖縄警察署跡地にコザ交番

　
沖
縄
市
婦
人
連
合
会（
川
上
の
り
子
会

長
）が「
沖
縄
市
交
通
安
全
母
の
会
」の
活

動
と
し
て
、こ
の
春
、入
学
す
る
新
１
年
生

に「
安
心
安
全
で
元
気
に
通
学
で
き
る
よ

う
に
」と
願
い
を
込
め
た
、手
作
り
の
交
通

安
全
お
守
り
を
作
成
し
た
。

　
同
活
動
は
、平
成
13
年
度
か
ら
行
わ
れ

て
お
り
、今
年
は
、新
１
年
生
と
先
生
や
保

護
者
な
ど
を
含
め
た
、約
１
，８
０
０
個
の

お
守
り
を
同
連
合
会
の
会
員
が
交
通
安
全

へ
の
思
い
を
込
め
て
作
成
し
た
。作
成
さ

れ
た
お
守
り
は
、市
内
各
小
学
校
で
行
わ

れ
る
交
通
安
全
教
室
の
際
に
、こ
ど
も
達

に
贈
ら
れ
る
。

　
本
市
を
通
し
て
日
本
赤
十
字
社 

東
日
本
大
震

災
義
援
金
に
多
く
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。こ
の
た
び
、日
本

赤
十
字
社
は
東
日
本
大
震
災
義
援
金
の
受
付
期

間
を
１
年
間
延
長
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
た
め
、

本
市
で
も
引
き
続
き
受
け
付
け
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。皆
様
の
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

受
付
期
間
：
平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で

問
合
せ
：
市
民
生
活
課

　
　
　  

☎
９
３
９‐

１
２
１
２（
内
線
２
２
０
７
）

市
社
協
の
会
長
に
積
靜
江
さ
ん

コ
ザ
信
用
金
庫
と
災
害
時
に
お
け
る

　
　
　
　一
時
避
難
場
所
に
関
す
る
協
定
を
締
結

　
市
の
経
済
・
文
化
・
社
会
福
祉
や

そ
の
他
、各
般
に
わ
た
り
市
政
発

展
に
貢
献
し
た
方
々
の
業
績
を
称

え
、個
人
や
団
体
を
表
彰
す
る
沖

縄
市
表
彰
式
典
が
４
月
９
日
、市

民
会
館
中
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
。

　
今
年
度
表
彰
さ
れ
た
方
々
は
個

人
12
人
と
６
団
体
で
桑
江
市
長
か

ら
一
人
ひ
と
り
へ
表
彰
状
と
記
念

品
が
贈
ら
れ
た
。式
典
で
桑
江
市

長
は「
皆
様
の
多
大
な
ご
功
績
と

ご
尽
力
に
対
し
深
く
敬
意
を
表
す

る
。今
後
と
も
豊
富
な
知
識
と
経

験
を
活
か
し
て
本
市
の
発
展
の
た

め
に
力
添
え
を
頂
き
た
い
」と
祝

辞
を
述
べ
た
。披
表
彰
者
を
代
表

し
て
久
場
兼
功
さ
ん
が「
地
域
や

周
り
の
方
に
感
謝
し
、今
後
も
福

祉
向
上
に
貢
献
し
、頑
張
っ
て
い

き
た
い
」と
挨
拶
を
し
た
。

披
表
彰
者
は
次
の
通
り

　
　
　
　
　  （
敬
省
略
・
順
不
同
）

功
労
表
彰（
個
人
）

　
東
門
美
津
子

一
般
表
彰（
個
人
）

知
念
清
哲
、比
嘉
良
美
津
、津
波

古
洋
子
、久
場
兼
功
、伊
禮
幸

子
、比
嘉
ひ
と
み
、金
城
廣
、仲

宗
根
清
朝
、山
内
盛
芳
、温
井
明

二
、喜
友
名
諒

一
般
表
彰（
団
体
）

沖
縄
市
文
化
協
会
、沖
縄
市
母

子
保
健
推
進
員
協
議
会
、上
門

工
業
株
式
会
社
、株
式
会
社
上

門
工
業
、華
道
家
元
池
坊
沖
縄

ゆ
う
な
会
支
所
翠
光
会
、表
千

家
流
尚
風
会

個
人
12
人
と
９
団
体
が
表
彰

市
の
発
展
に
多
大
な
功
績

　
地
域
福
祉
の
発
展
と
充
実
の
た
め
様
々
な
事

業
を
展
開
し
て
い
る
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
会

長
に
４
月
１
日
付
で
積
靜
江
さ
ん
が
就
任
し

た
。同
日
、積
会
長
を
は
じ
め
、前
会
長
の
名
嘉

隆
一
さ
ん
や
協
議
会
の
役
員
が
桑
江
市
長
に
新

会
長
就
任
の
報
告
と
あ
い
さ
つ
を
す
る
た
め
沖

縄
市
役
所
を
訪
れ
た
。積
会
長
は「
歴
代
会
長
の

顔
ぶ
れ
を
見
る
と
重
圧
を
感
じ
る
が
、皆
様
の

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
き
た

い
」と
意
気
込
み
を
話
し
た
。会
長
の
任
期
は
平

成
27
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
28
年
３
月
31
日
ま

で
の
１
年
間
と
な
っ
て
い
る
。

▶
釜
石
市
の
復
興
支
援
の
た
め
派
遣
さ
れ
た

　
久
場
拓
也
さ
ん
（
中
央
）

▶
新
本
店
の
落
成
式
典
前
に
協
定
を
交
わ
し
た
　

　
桑
江
市
長
（
右
）
と
上
間
理
事
長
（
左
）

▶
会
長
に
就
任
し
た
積
靜
江
さ
ん
（
左
か
ら
３
人
目
）

岩手県釜石市に職員派遣
　
市
は
東
日
本
大
震
災
で
甚
大
な
被
害
を

受
け
た
岩
手
県
釜
石
市
の
復
興
支
援
の
た

め
、本
市
建
設
部
企
画
調
整
担
当
職
員
の

久
場
拓
也
さ
ん
を
派
遣
し
た
。

　
３
月
25
日
に
辞
令
を
受
け
取
っ
た
久
場

さ
ん
は「
被
災
地
の
た
め
何
か
で
き
る
こ

と
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
た
。復
興
支
援

に
取
り
組
み
な
が
ら
災
害
時
の
対
応
も
学

び
た
い
」と
話
し
た
。久
場
さ
ん
は
４
月
１

日
か
ら
平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
、釜
石
市

の
復
興
推
進
本
部
都
市
整
備
推
進
室
に
勤

務
し
用
地
取
得
業
務
に
あ
た
る
。本
市
で

は
震
災
直
後
か
ら
市
民
に
呼
び
か
け
義
援

金
の
送
金
や
支
援
物
資
の
発
送
、職
員
の

派
遣
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

た
ま
し
ろ  

た
か  

し

せ
き 

し
ず 

え

東
日
本
大
震
災
義
援
金
寄
付
団
体

　
美
里
公
園
通
り
会（
３
月
13
日
）

　
コ
ザ
中
学
校
職
員
一
同（
３
月
23
日
）
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話 題
小
学
校
へ
紙
芝
居
贈
呈

コザ高校全国大会に出場

大
空
に
オ
オ
ゴ
マ
ダ
ラ
を
放
つ

新入学児童の安全を祈る

笑
い
を
ま
じ
え
た
防
犯
寸
劇
を
上
演

市職員としての知識を身に付ける

県
民
総
ぐ
る
み
で
交
通
事
故
防
止

クルーズ船の誘致による地域振興を考える

　
市
東
部
海
浜
開
発
局
は
児
童
生
徒
の
環
境
学

習
に
活
用
し
て
も
ら
お
う
と
、泡
瀬
干
潟
の
生

き
物
を
題
材
に
し
た
紙
芝
居「
泡
瀬
の
コ
メ
ッ

キ
ー
」を
制
作
し
た
。

　
紙
芝
居
の
主
人
公
は
、泡
瀬
干
潟
か
ら
人
間

の
こ
ど
も
に
連
れ
て
い
か
れ
た
ミ
ナ
ミ
コ
メ
ツ

キ
ガ
ニ
の
コ
メ
ッ
キ
ー
で
、干
潟
の
家
に
戻
ろ

う
と
す
る
コ
メ
ッ
キ
ー
と
干
潟
の
生
き
物
達
の

出
会
い
が
描
か
れ
て
い
る
。３
月
24
日
に
沖
縄

市
役
所
で
紙
芝
居
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、市
内

の
各
小
学
校
へ
紙
芝
居
と
木
製
舞
台
、演
出
マ

ニ
ュ
ア
ル
が
贈
ら
れ
た
。式
に
は
小
学
校
を
代

表
し
て
泡
瀬
小
の
児
童
が
参
加
し
、児
童
会
役

員
の
濱
田
愛
菜
さ
ん
が「
み
ん
な
に
見
せ
て
泡

瀬
の
海
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
」と
お
礼
を

述
べ
た
。

　県立コザ高等学校の男子ハンドボール部と女子卓球部が、第38回 
全国高等学校ハンドボール選抜大会と第42回 全国高等学校選抜卓球
大会に出場することが決まった。各大会への選手派遣には多額の費用
がかかることから、市は市制施行40周年事業のひとつとして、同校へ
寄付金を贈った。3月24日に市役所で行われた贈呈式で、桑江市長は

「全国での活躍を期待しています。頑張ってきてください」と激励し
た。同校の全国大会出場は、男子ハンドボール部が2年連続、女子卓球
部が初となる。

▲紙芝居の裏面には干潟と生き物の豆知識も掲載されている

▲全国大会出場を喜ぶ関係者

泡
瀬
干
潟
の
生
き
物
を
題
材
に

男子ハンドボールと女子卓球

　
市
立
山
内
幼
稚
園（
粟
国
典
子
園
長
）で
３
月

18
日
に
、修
了
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
、卒

園
生
が
一
斉
に
ち
ょ
う
の
オ
オ
ゴ
マ
ダ
ラ
を

放
っ
た
。

　
セ
レ
モ
ニ
ー
で
園
児
ら
は
、オ
オ
ゴ
マ
ダ
ラ

の
歌
を
合
唱
し
、放
ち
ょ
う
す
る
と
、ひ
ら
ひ
ら

と
空
を
舞
う
オ
オ
ゴ
マ
ダ
ラ
に
満
面
の
笑
み
を

浮
か
べ
た
。放
た
れ
た
オ
オ
ゴ
マ
ダ
ラ
は
園
児

が
育
て
た
大
型
の
ち
ょ
う
で
、飼
育
を
通
し
て

命
を
大
切
に
す
る
気
持
ち
や
優
し
い
心
を
育
ん

だ
。今
年
で
５
回
目
と
な
る
同
セ
レ
モ
ニ
ー
に

は
、「
園
児
た
ち
に
未
来
に
向
か
っ
て
羽
ば
た
い

て
欲
し
い
」と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

オ
オ
ゴ
マ
ダ
ラ
の
飼
育
は
、地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
や
保
護
者
も
協
力
し
て
い
る
。

　沖縄地区交通安全協会（嘉陽宗憲会長）は3月27日に市教育委員会
を訪れ、市内16小学校の全新入学児童へ1,700個の交通安全反射材付
きキーホルダーを贈呈した。
　キーホルダーは自動車のライトなどを反射し、児童の存在を知らせ
るもので、カエルの顔のデザインとなっており、「無事に帰る」という
願いが込められている。贈呈式で、嘉陽会長は「新入学児童には、新た
に学業を始めるにあたって交通安全も学んで欲しい。協会も児童を見
守り、支えていきたい」とあいさつした。

▲青空を羽ばたくオオゴマダラに目を輝かせる園児たち

▲嘉陽会長（左）よりキーホルダーを受け取る狩俣教育長（右）

山
内
幼
稚
園
修
了
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー

交通安全協会がキーホルダー寄贈

　
美
里
公
民
館
で
３
月
22
日
に
沖
縄
市
美
里
寿

会（
諸
見
里
安
勝
会
長
）が
第
21
回 

演
芸
の
集

い
を
開
催
し
、演
目
の
１
つ
と
し
て
、近
年
、全

国
的
に
多
発
し
て
い
る
特
殊
詐
欺
の
被
害
防

止
に
向
け
た
防
犯
寸
劇
を
上
演
し
た
。

　
防
犯
寸
劇
は
、３
部
構
成
と
な
っ
て
お
り
、会

社
の
お
金
を
使
い
込
ん
だ
息
子
に
成
り
す
ま
し

た
犯
人
か
ら
の「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」や
ロ
ト
６
の

当
選
番
号
を
事
前
に
教
え
る
と
持
ち
か
け
る

「
ロ
ト
６
詐
欺
」、医
療
費
の
還
付
金
を
受
け
取

る
手
続
き
と
し
て
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
誘
導
し
、犯
人
の

口
座
に
振
り
込
み
を
さ
せ
る「
還
付
金
詐
欺
」

が
笑
い
を
ま
じ
え
て
紹
介
さ
れ
、特
殊
詐
欺
の

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
の
解
説
を
加
え
て
披

露
さ
れ
た
。

　沖縄市職員として4月1日付けで採用された30人への新採用職員研
修が、4月1日から10日までの日程で行われた。研修は、公務員として
の基礎的知識や接遇応接などを習得し、全体の奉仕者としての自覚を
養い、市民と協働でまちづくりや地域づくりに取り組む職員の育成を
目的としている。研修で新人職員らは、宜野湾市の新採用職員との合
同研修でビジネスマナーを学んだほか、地方自治法、地方公務員法、市
の総合計画などの講義や、市内の史跡、中心市街地、東部海浜開発地の
見学などで、市職員として公務に必要な知識を身に付けた。

▲多くの観客が防犯寸劇を楽しんだ

▲熱心に学ぶ新採用職員たち

美
里
寿
会
が
詐
欺
被
害
防
止
を
Ｐ
Ｒ

平成27年度 新採用職員研修

　
地
域
が
一
丸
と
な
っ
て
交
通
安
全
運
動
に

取
り
組
み
、事
故
を
防
止
し
よ
う
と
、市
民
会

館
中
ホ
ー
ル
で
平
成
27
年 

春
の
交
通
安
全
県

民
運
動
出
発
式
が
開
催
さ
れ
た
。

　
式
で
は
、市
交
通
安
全
推
進
協
議
会
長
の
桑

江
市
長
が「
皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
、交
通
安

全
運
動
を
推
進
し
、安
心
・
安
全
な
交
通
環
境

を
実
現
し
た
い
」と
あ
い
さ
つ
し
、美
里
小
学

校
交
通
少
年
団
が
交
通
安
全
宣
言
を
行
っ
た
。

式
の
終
了
後
は
、沖
縄
市
・
北
谷
町
・
北
中
城
村
の

交
通
安
全
指
導
員
や
自
治
会
長
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
な
ど
が
、市
民
会
館
に
面
す
る
県
道
23

号
線
で
、ド
ラ
イ
バ
ー
に
飲
酒
運
転
の
禁
止
や

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　中城湾港における定期船の就航や企業立地などを促進し、港湾の利
活用による地域振興について考えることを目的とした「中城湾港の振
興を考える会」（沖縄市・うるま市・北中城村共催）が発足し、3月25日
に沖縄ＩＴ津梁パーク（うるま市）で初会合が開かれた。
　初会合には、2市1村の担当者に加え、国や県などの港湾事業関係者
らが参加し、「中城湾港におけるクルーズ振興について」をテーマに、
クルーズ船の寄港状況や外国人観光客の傾向などの講義や報告が行
われたほか、那覇港の事例紹介やクルーズ船の定期就航に向けたプロ
ジェクトチームの設置などが提言された。

▲式には多数の関係団体が参加した

▲初会合には、多くの担当者や関係者が参加した

春
の
交
通
安
全
県
民
運
動
出
発
式

中城湾港の振興を考える会が発足

は
ま 

だ  

あ
い 

な

むねのり
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話 題
小
学
校
へ
紙
芝
居
贈
呈

コザ高校全国大会に出場

大
空
に
オ
オ
ゴ
マ
ダ
ラ
を
放
つ

新入学児童の安全を祈る

笑
い
を
ま
じ
え
た
防
犯
寸
劇
を
上
演

市職員としての知識を身に付ける

県
民
総
ぐ
る
み
で
交
通
事
故
防
止

クルーズ船の誘致による地域振興を考える

　
市
東
部
海
浜
開
発
局
は
児
童
生
徒
の
環
境
学

習
に
活
用
し
て
も
ら
お
う
と
、泡
瀬
干
潟
の
生

き
物
を
題
材
に
し
た
紙
芝
居「
泡
瀬
の
コ
メ
ッ

キ
ー
」を
制
作
し
た
。

　
紙
芝
居
の
主
人
公
は
、泡
瀬
干
潟
か
ら
人
間

の
こ
ど
も
に
連
れ
て
い
か
れ
た
ミ
ナ
ミ
コ
メ
ツ

キ
ガ
ニ
の
コ
メ
ッ
キ
ー
で
、干
潟
の
家
に
戻
ろ

う
と
す
る
コ
メ
ッ
キ
ー
と
干
潟
の
生
き
物
達
の

出
会
い
が
描
か
れ
て
い
る
。３
月
24
日
に
沖
縄

市
役
所
で
紙
芝
居
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、市
内

の
各
小
学
校
へ
紙
芝
居
と
木
製
舞
台
、演
出
マ

ニ
ュ
ア
ル
が
贈
ら
れ
た
。式
に
は
小
学
校
を
代

表
し
て
泡
瀬
小
の
児
童
が
参
加
し
、児
童
会
役

員
の
濱
田
愛
菜
さ
ん
が「
み
ん
な
に
見
せ
て
泡

瀬
の
海
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
」と
お
礼
を

述
べ
た
。

　県立コザ高等学校の男子ハンドボール部と女子卓球部が、第38回 
全国高等学校ハンドボール選抜大会と第42回 全国高等学校選抜卓球
大会に出場することが決まった。各大会への選手派遣には多額の費用
がかかることから、市は市制施行40周年事業のひとつとして、同校へ
寄付金を贈った。3月24日に市役所で行われた贈呈式で、桑江市長は

「全国での活躍を期待しています。頑張ってきてください」と激励し
た。同校の全国大会出場は、男子ハンドボール部が2年連続、女子卓球
部が初となる。

▲紙芝居の裏面には干潟と生き物の豆知識も掲載されている

▲全国大会出場を喜ぶ関係者

泡
瀬
干
潟
の
生
き
物
を
題
材
に

男子ハンドボールと女子卓球

　
市
立
山
内
幼
稚
園（
粟
国
典
子
園
長
）で
３
月

18
日
に
、修
了
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
、卒

園
生
が
一
斉
に
ち
ょ
う
の
オ
オ
ゴ
マ
ダ
ラ
を

放
っ
た
。

　
セ
レ
モ
ニ
ー
で
園
児
ら
は
、オ
オ
ゴ
マ
ダ
ラ

の
歌
を
合
唱
し
、放
ち
ょ
う
す
る
と
、ひ
ら
ひ
ら

と
空
を
舞
う
オ
オ
ゴ
マ
ダ
ラ
に
満
面
の
笑
み
を

浮
か
べ
た
。放
た
れ
た
オ
オ
ゴ
マ
ダ
ラ
は
園
児

が
育
て
た
大
型
の
ち
ょ
う
で
、飼
育
を
通
し
て

命
を
大
切
に
す
る
気
持
ち
や
優
し
い
心
を
育
ん

だ
。今
年
で
５
回
目
と
な
る
同
セ
レ
モ
ニ
ー
に

は
、「
園
児
た
ち
に
未
来
に
向
か
っ
て
羽
ば
た
い

て
欲
し
い
」と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

オ
オ
ゴ
マ
ダ
ラ
の
飼
育
は
、地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
や
保
護
者
も
協
力
し
て
い
る
。

　沖縄地区交通安全協会（嘉陽宗憲会長）は3月27日に市教育委員会
を訪れ、市内16小学校の全新入学児童へ1,700個の交通安全反射材付
きキーホルダーを贈呈した。
　キーホルダーは自動車のライトなどを反射し、児童の存在を知らせ
るもので、カエルの顔のデザインとなっており、「無事に帰る」という
願いが込められている。贈呈式で、嘉陽会長は「新入学児童には、新た
に学業を始めるにあたって交通安全も学んで欲しい。協会も児童を見
守り、支えていきたい」とあいさつした。

▲青空を羽ばたくオオゴマダラに目を輝かせる園児たち

▲嘉陽会長（左）よりキーホルダーを受け取る狩俣教育長（右）

山
内
幼
稚
園
修
了
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー

交通安全協会がキーホルダー寄贈

　
美
里
公
民
館
で
３
月
22
日
に
沖
縄
市
美
里
寿

会（
諸
見
里
安
勝
会
長
）が
第
21
回 

演
芸
の
集

い
を
開
催
し
、演
目
の
１
つ
と
し
て
、近
年
、全

国
的
に
多
発
し
て
い
る
特
殊
詐
欺
の
被
害
防

止
に
向
け
た
防
犯
寸
劇
を
上
演
し
た
。

　
防
犯
寸
劇
は
、３
部
構
成
と
な
っ
て
お
り
、会

社
の
お
金
を
使
い
込
ん
だ
息
子
に
成
り
す
ま
し

た
犯
人
か
ら
の「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」や
ロ
ト
６
の

当
選
番
号
を
事
前
に
教
え
る
と
持
ち
か
け
る

「
ロ
ト
６
詐
欺
」、医
療
費
の
還
付
金
を
受
け
取

る
手
続
き
と
し
て
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
誘
導
し
、犯
人
の

口
座
に
振
り
込
み
を
さ
せ
る「
還
付
金
詐
欺
」

が
笑
い
を
ま
じ
え
て
紹
介
さ
れ
、特
殊
詐
欺
の

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
の
解
説
を
加
え
て
披

露
さ
れ
た
。

　沖縄市職員として4月1日付けで採用された30人への新採用職員研
修が、4月1日から10日までの日程で行われた。研修は、公務員として
の基礎的知識や接遇応接などを習得し、全体の奉仕者としての自覚を
養い、市民と協働でまちづくりや地域づくりに取り組む職員の育成を
目的としている。研修で新人職員らは、宜野湾市の新採用職員との合
同研修でビジネスマナーを学んだほか、地方自治法、地方公務員法、市
の総合計画などの講義や、市内の史跡、中心市街地、東部海浜開発地の
見学などで、市職員として公務に必要な知識を身に付けた。

▲多くの観客が防犯寸劇を楽しんだ

▲熱心に学ぶ新採用職員たち

美
里
寿
会
が
詐
欺
被
害
防
止
を
Ｐ
Ｒ

平成27年度 新採用職員研修

　
地
域
が
一
丸
と
な
っ
て
交
通
安
全
運
動
に

取
り
組
み
、事
故
を
防
止
し
よ
う
と
、市
民
会

館
中
ホ
ー
ル
で
平
成
27
年 

春
の
交
通
安
全
県

民
運
動
出
発
式
が
開
催
さ
れ
た
。

　
式
で
は
、市
交
通
安
全
推
進
協
議
会
長
の
桑

江
市
長
が「
皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
、交
通
安

全
運
動
を
推
進
し
、安
心
・
安
全
な
交
通
環
境

を
実
現
し
た
い
」と
あ
い
さ
つ
し
、美
里
小
学

校
交
通
少
年
団
が
交
通
安
全
宣
言
を
行
っ
た
。

式
の
終
了
後
は
、沖
縄
市
・
北
谷
町
・
北
中
城
村
の

交
通
安
全
指
導
員
や
自
治
会
長
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
な
ど
が
、市
民
会
館
に
面
す
る
県
道
23

号
線
で
、ド
ラ
イ
バ
ー
に
飲
酒
運
転
の
禁
止
や

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　中城湾港における定期船の就航や企業立地などを促進し、港湾の利
活用による地域振興について考えることを目的とした「中城湾港の振
興を考える会」（沖縄市・うるま市・北中城村共催）が発足し、3月25日
に沖縄ＩＴ津梁パーク（うるま市）で初会合が開かれた。
　初会合には、2市1村の担当者に加え、国や県などの港湾事業関係者
らが参加し、「中城湾港におけるクルーズ振興について」をテーマに、
クルーズ船の寄港状況や外国人観光客の傾向などの講義や報告が行
われたほか、那覇港の事例紹介やクルーズ船の定期就航に向けたプロ
ジェクトチームの設置などが提言された。

▲式には多数の関係団体が参加した

▲初会合には、多くの担当者や関係者が参加した

春
の
交
通
安
全
県
民
運
動
出
発
式

中城湾港の振興を考える会が発足

は
ま 

だ  

あ
い 

な

むねのり
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▲【南桃原自治会】
　池宮隆会長

▲【宮里自治会】
　幸喜愛会長

▲【泡瀬第三自治会】
　崎山峰生会長

◎
市
民
部
参
事
倉
浜
衛
生
施
設

組
合
派
遣（
建
設
部
参
事
）

大
庭 

隆
志

◎
建
設
部
長（
企
画
部
次
長
兼
政

策
企
画
課
長
）宮
里 

善
伸

◎
建
設
参
事
兼
東
部
海
浜
開
発

局
長（
建
設
部
長
）甲
斐 

広
文

◎
教
育
委
員
会
教
育
部
参
事（
教

育
委
員
会
教
育
部
次
長
兼
企
画

調
整
担
当
技
幹
）銘
苅 

政
伸

◎
総
務
部
次
長
兼
総
務
課
長（
企

画
部
副
参
事
中
部
広
域
市
町
村

圏
事
務
組
合
派
遣
）石
原 

昌
尚

◎
総
務
部
次
長
兼
納
税
課
長（
健

康
福
祉
部
次
長
兼
健
康
推
進
室

長
）座
間
味 

栄
宜

◎
総
務
部
副
参
事
兼
総
務
課
情

報
公
開
担
当
主
幹（
総
務
部
次

長
）宮
城 

秀
好

◎
企
画
部
次
長（
企
画
部
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
推
進
室
長
）森
山 

雅
人

◎
企
画
部
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進

室
長
兼
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
担

総
務
課
長
）川
畑 

清
一

◎
企
画
部
政
策
企
画
課
長（
健
康

福
祉
部
健
康
福
祉
総
務
課
課
長

補
佐
）神
山 

直
也

◎
市
民
部
環
境
課
長（
選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局
長
）久
場 

健
史

◎
健
康
福
祉
部
健
康
福
祉
総
務

課
長（
健
康
福
祉
部
保
護
課
長
）

大
山 

朝
彦

◎
健
康
福
祉
部
障
が
い
福
祉
課

長（
健
康
福
祉
部
障
が
い
福
祉
課

主
幹
兼
課
長
補
佐
）内
間 

安
研

◎
健
康
福
祉
部
保
護
課
長（
健
康

福
祉
部
障
が
い
福
祉
課
長
）

大
城 

勇

◎
こ
ど
も
の
ま
ち
推
進
部
保
育
・

幼
稚
園
課
主
幹（
総
務
部
納
税
課

長
）上
原 

智
美

◎
経
済
文
化
部
文
化
観
光
課
長

（
経
済
文
化
部
文
化
観
光
課
主

幹
）普
久
原 

徹

◎
経
済
文
化
部
文
化
観
光
課
主

幹（
経
済
文
化
部
文
化
観
光
課

長
）天
願 

亮

◎
経
済
文
化
部
雇
用
対
策
課
長

（
経
済
文
化
部
雇
用
対
策
課
主

幹
）島
袋 

勝
博

◎
建
設
部
用
地
課
長（
建
設
部
下

水
道
課
長
）大
城 

真
一

◎
建
設
部
下
水
道
課
長（
建
設
部

区
画
整
理
課
長
）比
嘉 

定
克

当
主
幹（
企
画
部
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

推
進
担
当
主
幹
）山
内 

強

◎
企
画
部
副
参
事
中
部
広
域
市

町
村
圏
事
務
組
合
派
遣（
建
設
部

用
地
課
長
）石
橋 

隆
夫

◎
市
民
部
次
長（
市
民
部
次
長
兼

環
境
課
長
）狩
俣 

和
彦

◎
健
康
福
祉
部
次
長
兼
健
康
推

進
室
長（
健
康
福
祉
部
健
康
福
祉

総
務
課
長
）上
原 

三
千
代

◎
経
済
文
化
部
次
長（
経
済
文
化

部
次
長
兼
雇
用
対
策
課
長
）

兼
本 

正
人

◎
建
設
部
副
参
事
兼
区
画
整
理

課
長（
建
設
部
東
部
海
浜
開
発
局

長
兼
計
画
調
整
課
長
）喜
屋
武 

勝

◎
副
参
事
兼
農
業
委
員
会
事
務

局
長（
市
民
部
副
参
事
倉
浜
衛
生

施
設
組
合
派
遣
）金
城 

隆

◎
水
道
局
水
道
部
次
長
兼
総
務

課
長（
水
道
局
水
道
部
工
務
課
技

幹
）金
城 

良
昭

◎
水
道
局
水
道
部
副
参
事
兼
管

理
課
技
幹（
水
道
局
水
道
部
次
長

兼
総
務
課
長
）屋
良 

朝
次

◎
教
育
委
員
会
教
育
部
次
長
兼

施
設
課
主
幹（
教
育
委
員
会
教
育

部
施
設
課
主
幹
）崎
山 

尚
也

◎
総
務
部
総
務
課
主
幹（
総
務
部

◎
建
設
部
市
営
住
宅
課
長（
建
設

部
市
営
住
宅
建
設
課
長
）

大
城 

尚
之

◎
建
設
部
計
画
調
整
課
長（
建
設

部
計
画
調
整
課
課
長
補
佐
）

上
地 

竜
也

◎
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長

（
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
局
長

補
佐
兼
選
挙
係
係
長
）平
田 

嗣
篤

◎
水
道
局
水
道
部
工
務
課
長（
水

道
局
水
道
部
料
金
課
長
）

仲
宗
根 

清

◎
水
道
局
水
道
部
料
金
課
長（
水

道
局
水
道
部
工
務
課
長
）

宮
城 

行
広

◎
教
育
委
員
会
教
育
部
生
涯
学

習
課
長
兼
中
央
公
民
館
長（
教
育

委
員
会
指
導
部
学
務
課
課
長
補

佐
）内
間 

三
千
代

◎
教
育
委
員
会
教
育
部
市
民
ス

ポ
ー
ツ
課
長（
教
育
委
員
会
教
育

部
市
立
図
書
館
長
）玉
城 

譲

◎
教
育
委
員
会
教
育
部
郷
土
博

物
館
長（
教
育
委
員
会
教
育
部
生

涯
学
習
課
長
兼
中
央
公
民
館
長
）

新
里 

邦
一

◎
教
育
委
員
会
教
育
部
市
立
図

書
館
長（
教
育
委
員
会
教
育
部
市

民
ス
ポ
ー
ツ
課
長
）大
城 

実

　「
間
食
を
減
ら
す
ぞ
！
」「
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
す
る
ぞ
！
」と
決
意
し
て

も
、な
か
な
か
続
か
な
い
で
す
よ

ね
。

そ
こ
で
裏
ワ
ザ
が
あ
り
ま
す
。

　
周
り
に
〝
宣
言
〞
し
て
み
ま

し
ょ
う
！
宣
言
す
る
こ
と
で
周
り

の
人
た
ち
が
あ
な
た
の
頑
張
り
に

気
づ
き
、心
強
い
応
援
団
に
な
っ
て

く
れ
る
は
ず
。ヘ
ル
シ
ー
お
や
つ
を

教
え
て
く
れ
た
り
、一
緒
に
歩
い
て

く
れ
る
仲
間
が
見
つ
か
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

仲
間
を
見
つ
け
た
ら…

　
仲
間
同
士
で
健
康
づ
く
り
を
始

め
ま
せ
ん
か
？
市
民
健
康
課
で
は

グ
ル
ー
プ
を
対
象
に
し
た
健
康
教

室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。教
室
は
、

４
回
コ
ー
ス
で
日
時
や
場
所
、テ
ー

マ
は
み
な
さ
ん
の
ご
希
望
に
添
っ

て
行
い
ま
す
。習
慣
を
変
え
る
裏
ワ

ザ
が
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。い
つ
も
の
友
達
同
志
の
集
ま
り

に
健
康
づ
く
り
を
加
え
て
み
ま
せ

ん
か
？

思
い
た
っ
た
ら
吉
日
！

受
講
料
は
無
料

で
、託
児
も
あ
り

ま
す
。

お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
合
せ

：市
民
健
康
課 

健
康
推
進
係

平
成
27
年
４
月
１
日
付
　
　

※

新
職
名（
旧
職
名
）氏
名

人
事
異
動

部
長
級

次
長
級

課
長
級

市役所の組織の一部が変わりました
　市営住宅の入退去の申請をはじめ、管理や維持補修などの窓口と市営住宅の建替えに関する窓口
をひとつにするため、建築・公園課の住宅担当を市営住宅建設課へ移管し、課名を「市営住宅課」に変
更しました。
　窓口の変更に伴い、市民の皆様にはご迷惑をお掛けいたしますが、ご理解の程、よろしくお願いい
たします。

これまでの窓口事　業　内　容

市営住宅の入退去の申請

市営住宅の補修の申請

住宅リフォーム工事の申請

市営住宅の建替え等

建築・公園課（6階）

建築・公園課（6階）

建築・公園課（6階）

市営住宅建設課（6階）

市営住宅課（6階）

市営住宅課（6階）

市営住宅課（6階）

市営住宅課（6階）

☎ 929－3117

☎ 929－3117

☎ 894－6139

☎ 929－1231

平成27年4月からの窓口 直通電話番号

今
年
こ
そ
変
わ
ろ
う
!?

習
慣
を
変
え
る
裏
ワ
ザ
が
コ
コ
に
！

新自治会長紹介

　
南
桃
原
、宮
里
、泡
瀬
第
三
自

治
会
に
４
月
１
日
付
で
新
た
な

自
治
会
長
が
就
任
し
た
。

　
南
桃
原
自
治
会
は
山
内
盛
宏

さ
ん
に
代
わ
っ
て
池
宮
隆
さ
ん
、

宮
里
自
治
会
は
喜
屋
武
磯
江
さ

ん
に
代
わ
っ
て
幸
喜
愛
さ
ん
、泡

瀬
第
三
自
治
会
は
高
江
洲
義
裕

さ
ん
に
代
わ
っ
て
崎
山
峰
生
さ

ん
が
自
治
会
長
に
就
任
し
た
。自

治
会
で
は
住
み
よ
い
地
域
の
実

現
を
目
指
し
、住
民
の
交
流
の
活

発
化
、防
犯
・
清
掃
活
動
、青
少
年

の
健
全
育
成
な
ど
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

　
市
教
育
委
員
会
の
生
涯
学
習
課

で
は
、市
民
の
生
涯
学
習
振
興
に

資
す
る
こ
と
を
目
的
に
、生
涯
学

習
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
貸
し
出
し
を

行
っ
て
お
り
、「
平
成
26
年
度
沖
縄

防
衛
局
交
付
金
事
業
」を
活
用
し
、

バ
ス
を
新
規
購
入
し
た
。

　
バ
ス
は
29
人
乗
り
で
、市
内
の

社
会
教
育
団
体
や
教
育
機
関
、生

涯
学
習
に
関
す
る
活
動
を
行
う

サ
ー
ク
ル
な
ど
に
対
し
無
料
で

貸
し
出
し
を
行
う
。

■
生
涯
学
習
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
借

用
を
希
望
す
る
方
は
、生
涯
学
習

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。バ
ス

の
貸
し
出
し
状
況
確
認
や
貸
し
出

し
に
関
す
る
説
明
を
行
い
ま
す
。

電
話
：
代
表
０
９
８‐

９
３
９‐

１
２
１
２

内
線
２
７
４
２

さ
と
し

せ
い
こ
う

た
か
し

か
な
し

よ
し
ひ
ろ

み
ね
お

い
そ
え

教
育
委
員
会
に
新
制
度

教
育
長
と
教
育
委
員
長
を
一
本
化

生
涯
学
習
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
購
入

市
内
団
体
に
無
料
貸
し
出
し

　
市
教
育
委
員
会
の
狩
俣
智
教
育

長
が
４
月
１
日
に
桑
江
市
長
よ
り

辞
令
を
受
け
、新
制
度
の
教
育
長

に
就
任
し
た
。

　
新
制
度
で
は
、こ
れ
ま
で
の
教

育
長
と
教
育
委
員
長
を
一
本
化

し
、教
育
長
の
役
割
を
明
確
に
す

る
こ
と
で
迅
速
な
管
理
体
制
の
構

築
や
市
長
と
の
連
携
の
強
化
が
図

ら
れ
る
。狩
俣
教
育
長
は「
新
制
度

の
教
育
長
と
し
て
、改
善
さ
れ
た

制
度
を
活
か
し
沖
縄
市
の
た
め
尽

力
し
た
い
」と
抱
負
を
述
べ
た
。

▶
辞
令
を
受
け
取
る
狩
俣
教
育
長

▶
新
し
く
な
っ
た
生
涯
学
習
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
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▲【南桃原自治会】
　池宮隆会長

▲【宮里自治会】
　幸喜愛会長

▲【泡瀬第三自治会】
　崎山峰生会長

◎
市
民
部
参
事
倉
浜
衛
生
施
設

組
合
派
遣（
建
設
部
参
事
）

大
庭 

隆
志

◎
建
設
部
長（
企
画
部
次
長
兼
政

策
企
画
課
長
）宮
里 

善
伸

◎
建
設
参
事
兼
東
部
海
浜
開
発

局
長（
建
設
部
長
）甲
斐 

広
文

◎
教
育
委
員
会
教
育
部
参
事（
教

育
委
員
会
教
育
部
次
長
兼
企
画

調
整
担
当
技
幹
）銘
苅 

政
伸

◎
総
務
部
次
長
兼
総
務
課
長（
企

画
部
副
参
事
中
部
広
域
市
町
村

圏
事
務
組
合
派
遣
）石
原 

昌
尚

◎
総
務
部
次
長
兼
納
税
課
長（
健

康
福
祉
部
次
長
兼
健
康
推
進
室

長
）座
間
味 

栄
宜

◎
総
務
部
副
参
事
兼
総
務
課
情

報
公
開
担
当
主
幹（
総
務
部
次

長
）宮
城 

秀
好

◎
企
画
部
次
長（
企
画
部
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
推
進
室
長
）森
山 

雅
人

◎
企
画
部
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進

室
長
兼
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
担

総
務
課
長
）川
畑 

清
一

◎
企
画
部
政
策
企
画
課
長（
健
康

福
祉
部
健
康
福
祉
総
務
課
課
長

補
佐
）神
山 

直
也

◎
市
民
部
環
境
課
長（
選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局
長
）久
場 

健
史

◎
健
康
福
祉
部
健
康
福
祉
総
務

課
長（
健
康
福
祉
部
保
護
課
長
）

大
山 

朝
彦

◎
健
康
福
祉
部
障
が
い
福
祉
課

長（
健
康
福
祉
部
障
が
い
福
祉
課

主
幹
兼
課
長
補
佐
）内
間 

安
研

◎
健
康
福
祉
部
保
護
課
長（
健
康

福
祉
部
障
が
い
福
祉
課
長
）

大
城 

勇

◎
こ
ど
も
の
ま
ち
推
進
部
保
育
・

幼
稚
園
課
主
幹（
総
務
部
納
税
課

長
）上
原 

智
美

◎
経
済
文
化
部
文
化
観
光
課
長

（
経
済
文
化
部
文
化
観
光
課
主

幹
）普
久
原 

徹

◎
経
済
文
化
部
文
化
観
光
課
主

幹（
経
済
文
化
部
文
化
観
光
課

長
）天
願 

亮

◎
経
済
文
化
部
雇
用
対
策
課
長

（
経
済
文
化
部
雇
用
対
策
課
主

幹
）島
袋 

勝
博

◎
建
設
部
用
地
課
長（
建
設
部
下

水
道
課
長
）大
城 

真
一

◎
建
設
部
下
水
道
課
長（
建
設
部

区
画
整
理
課
長
）比
嘉 

定
克

当
主
幹（
企
画
部
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

推
進
担
当
主
幹
）山
内 

強

◎
企
画
部
副
参
事
中
部
広
域
市

町
村
圏
事
務
組
合
派
遣（
建
設
部

用
地
課
長
）石
橋 

隆
夫

◎
市
民
部
次
長（
市
民
部
次
長
兼

環
境
課
長
）狩
俣 

和
彦

◎
健
康
福
祉
部
次
長
兼
健
康
推

進
室
長（
健
康
福
祉
部
健
康
福
祉

総
務
課
長
）上
原 

三
千
代

◎
経
済
文
化
部
次
長（
経
済
文
化

部
次
長
兼
雇
用
対
策
課
長
）

兼
本 
正
人

◎
建
設
部
副
参
事
兼
区
画
整
理

課
長（
建
設
部
東
部
海
浜
開
発
局

長
兼
計
画
調
整
課
長
）喜
屋
武 

勝

◎
副
参
事
兼
農
業
委
員
会
事
務

局
長（
市
民
部
副
参
事
倉
浜
衛
生

施
設
組
合
派
遣
）金
城 

隆

◎
水
道
局
水
道
部
次
長
兼
総
務

課
長（
水
道
局
水
道
部
工
務
課
技

幹
）金
城 

良
昭

◎
水
道
局
水
道
部
副
参
事
兼
管

理
課
技
幹（
水
道
局
水
道
部
次
長

兼
総
務
課
長
）屋
良 

朝
次

◎
教
育
委
員
会
教
育
部
次
長
兼

施
設
課
主
幹（
教
育
委
員
会
教
育

部
施
設
課
主
幹
）崎
山 

尚
也

◎
総
務
部
総
務
課
主
幹（
総
務
部

◎
建
設
部
市
営
住
宅
課
長（
建
設

部
市
営
住
宅
建
設
課
長
）

大
城 

尚
之

◎
建
設
部
計
画
調
整
課
長（
建
設

部
計
画
調
整
課
課
長
補
佐
）

上
地 

竜
也

◎
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長

（
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
局
長

補
佐
兼
選
挙
係
係
長
）平
田 

嗣
篤

◎
水
道
局
水
道
部
工
務
課
長（
水

道
局
水
道
部
料
金
課
長
）

仲
宗
根 

清

◎
水
道
局
水
道
部
料
金
課
長（
水

道
局
水
道
部
工
務
課
長
）

宮
城 

行
広

◎
教
育
委
員
会
教
育
部
生
涯
学

習
課
長
兼
中
央
公
民
館
長（
教
育

委
員
会
指
導
部
学
務
課
課
長
補

佐
）内
間 

三
千
代

◎
教
育
委
員
会
教
育
部
市
民
ス

ポ
ー
ツ
課
長（
教
育
委
員
会
教
育

部
市
立
図
書
館
長
）玉
城 

譲

◎
教
育
委
員
会
教
育
部
郷
土
博

物
館
長（
教
育
委
員
会
教
育
部
生

涯
学
習
課
長
兼
中
央
公
民
館
長
）

新
里 

邦
一

◎
教
育
委
員
会
教
育
部
市
立
図

書
館
長（
教
育
委
員
会
教
育
部
市

民
ス
ポ
ー
ツ
課
長
）大
城 

実

　「
間
食
を
減
ら
す
ぞ
！
」「
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
す
る
ぞ
！
」と
決
意
し
て

も
、な
か
な
か
続
か
な
い
で
す
よ

ね
。

そ
こ
で
裏
ワ
ザ
が
あ
り
ま
す
。

　
周
り
に
〝
宣
言
〞
し
て
み
ま

し
ょ
う
！
宣
言
す
る
こ
と
で
周
り

の
人
た
ち
が
あ
な
た
の
頑
張
り
に

気
づ
き
、心
強
い
応
援
団
に
な
っ
て

く
れ
る
は
ず
。ヘ
ル
シ
ー
お
や
つ
を

教
え
て
く
れ
た
り
、一
緒
に
歩
い
て

く
れ
る
仲
間
が
見
つ
か
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

仲
間
を
見
つ
け
た
ら…

　
仲
間
同
士
で
健
康
づ
く
り
を
始

め
ま
せ
ん
か
？
市
民
健
康
課
で
は

グ
ル
ー
プ
を
対
象
に
し
た
健
康
教

室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。教
室
は
、

４
回
コ
ー
ス
で
日
時
や
場
所
、テ
ー

マ
は
み
な
さ
ん
の
ご
希
望
に
添
っ

て
行
い
ま
す
。習
慣
を
変
え
る
裏
ワ

ザ
が
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。い
つ
も
の
友
達
同
志
の
集
ま
り

に
健
康
づ
く
り
を
加
え
て
み
ま
せ

ん
か
？

思
い
た
っ
た
ら
吉
日
！

受
講
料
は
無
料

で
、託
児
も
あ
り

ま
す
。

お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
合
せ

：市
民
健
康
課 

健
康
推
進
係

平
成
27
年
４
月
１
日
付
　
　

※
新
職
名（
旧
職
名
）氏
名

人
事
異
動

部
長
級

次
長
級

課
長
級

市役所の組織の一部が変わりました
　市営住宅の入退去の申請をはじめ、管理や維持補修などの窓口と市営住宅の建替えに関する窓口
をひとつにするため、建築・公園課の住宅担当を市営住宅建設課へ移管し、課名を「市営住宅課」に変
更しました。
　窓口の変更に伴い、市民の皆様にはご迷惑をお掛けいたしますが、ご理解の程、よろしくお願いい
たします。

これまでの窓口事　業　内　容

市営住宅の入退去の申請

市営住宅の補修の申請

住宅リフォーム工事の申請

市営住宅の建替え等

建築・公園課（6階）

建築・公園課（6階）

建築・公園課（6階）

市営住宅建設課（6階）

市営住宅課（6階）

市営住宅課（6階）

市営住宅課（6階）

市営住宅課（6階）

☎ 929－3117

☎ 929－3117

☎ 894－6139

☎ 929－1231

平成27年4月からの窓口 直通電話番号

今
年
こ
そ
変
わ
ろ
う
!?

習
慣
を
変
え
る
裏
ワ
ザ
が
コ
コ
に
！

新自治会長紹介

　
南
桃
原
、宮
里
、泡
瀬
第
三
自

治
会
に
４
月
１
日
付
で
新
た
な

自
治
会
長
が
就
任
し
た
。

　
南
桃
原
自
治
会
は
山
内
盛
宏

さ
ん
に
代
わ
っ
て
池
宮
隆
さ
ん
、

宮
里
自
治
会
は
喜
屋
武
磯
江
さ

ん
に
代
わ
っ
て
幸
喜
愛
さ
ん
、泡

瀬
第
三
自
治
会
は
高
江
洲
義
裕

さ
ん
に
代
わ
っ
て
崎
山
峰
生
さ

ん
が
自
治
会
長
に
就
任
し
た
。自

治
会
で
は
住
み
よ
い
地
域
の
実

現
を
目
指
し
、住
民
の
交
流
の
活

発
化
、防
犯
・
清
掃
活
動
、青
少
年

の
健
全
育
成
な
ど
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

　
市
教
育
委
員
会
の
生
涯
学
習
課

で
は
、市
民
の
生
涯
学
習
振
興
に

資
す
る
こ
と
を
目
的
に
、生
涯
学

習
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
貸
し
出
し
を

行
っ
て
お
り
、「
平
成
26
年
度
沖
縄

防
衛
局
交
付
金
事
業
」を
活
用
し
、

バ
ス
を
新
規
購
入
し
た
。

　
バ
ス
は
29
人
乗
り
で
、市
内
の

社
会
教
育
団
体
や
教
育
機
関
、生

涯
学
習
に
関
す
る
活
動
を
行
う

サ
ー
ク
ル
な
ど
に
対
し
無
料
で

貸
し
出
し
を
行
う
。

■
生
涯
学
習
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
借

用
を
希
望
す
る
方
は
、生
涯
学
習

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。バ
ス

の
貸
し
出
し
状
況
確
認
や
貸
し
出

し
に
関
す
る
説
明
を
行
い
ま
す
。

電
話
：
代
表
０
９
８‐

９
３
９‐

１
２
１
２

内
線
２
７
４
２
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と
し

せ
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こ
う
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か
し

か
な
し

よ
し
ひ
ろ

み
ね
お

い
そ
え

教
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委
員
会
に
新
制
度

教
育
長
と
教
育
委
員
長
を
一
本
化

生
涯
学
習
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
購
入

市
内
団
体
に
無
料
貸
し
出
し

　
市
教
育
委
員
会
の
狩
俣
智
教
育

長
が
４
月
１
日
に
桑
江
市
長
よ
り

辞
令
を
受
け
、新
制
度
の
教
育
長

に
就
任
し
た
。

　
新
制
度
で
は
、こ
れ
ま
で
の
教

育
長
と
教
育
委
員
長
を
一
本
化

し
、教
育
長
の
役
割
を
明
確
に
す

る
こ
と
で
迅
速
な
管
理
体
制
の
構

築
や
市
長
と
の
連
携
の
強
化
が
図

ら
れ
る
。狩
俣
教
育
長
は「
新
制
度

の
教
育
長
と
し
て
、改
善
さ
れ
た

制
度
を
活
か
し
沖
縄
市
の
た
め
尽

力
し
た
い
」と
抱
負
を
述
べ
た
。

▶
辞
令
を
受
け
取
る
狩
俣
教
育
長

▶
新
し
く
な
っ
た
生
涯
学
習
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
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お
知
ら
せ

高齢者肺炎球菌予防接種のお知らせ

平
成
27
年
度
の
対
象
者

実施期間／平成27年４月１日（水）～平成28年３月31日（木）
実施場所／指定医療機関（指定医療機関以外で接種を受けた場合は、公費負担の対象になりません。）
接種料金／自己負担3,000円（ただし、生活保護受給中の方は自己負担なし）
接種回数／１回

平成27年度の到達年齢

問合せ／こども相談・健康課 予防係 内線（2232・2233）

65歳
70歳
75歳
80歳
85歳
90歳
95歳
100歳

昭和25年4月2日～昭和26年4月1日生まれ
昭和20年4月2日～昭和21年4月1日生まれ
昭和15年4月2日～昭和16年4月1日生まれ
昭和10年4月2日～昭和11年4月1日生まれ
昭和5年4月2日～昭和6年4月1日生まれ
大正14年4月2日～大正15年4月1日生まれ
大正9年4月2日～大正10年4月1日生まれ
大正4年4月2日～大正5年4月1日生まれ

対象となる方の生年月日

市内在住の対象者で、肺炎球菌予防接種を希望する方は、
一部公費負担で予防接種を受けることができます。

これまでに肺炎球菌予防接種(23価)を受けたことがある方は、公費接種の対象となりません。注意！

※60歳以上65歳未満で、心臓・腎臓もしくは呼吸器の機能、またはＨＩＶによる免疫の
機能に重度の障害がある方（身体障害者手帳1級程度の方）も対象となります。

付加保険料（国民年金）の納付のご案内付加保険料（国民年金）の納付のご案内

問合せ／市民課 国民年金担当 内線（2133・2134）

プラスして納める額・・・400円（月額）

・納付額（付加保険料） →400円×10年（120月）＝48，000円
・受給額（付加年金額） →200円×10年（120月）＝24，000円

　第１号被保険者や任意加入保険者が月々の定額保険料に付
加保険料をプラスして納めると、老齢基礎年金に付加年金が上
乗せされます（平成27年度　定額保険料・月額15,590円）。
※但し、国民年金基金に加入している方は付加保険料を納める
ことはできません。

○付加保険料だけを納付することはできません。
○付加保険料は、申込んだ月の分から納付開始となります。
　納付期限は翌月末日です。
○納付期限を経過した場合でも、期限から2年間は付加保険料を納める
　ことができます。

◎上乗せしてもらえる額は、「200円×付加保険料納付月数」です。
◎2年間受給すると、納付額は確実に取戻し、その後の分はお得
　になります。

（例）付加保険料を10年間納めた場合

（年額）

高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金

等
事
業

行
政
相
談
委
員
が
委
嘱
さ

れ
ま
し
た

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

身
体
障
害
者
手
帳
等
を
お
持
ち
の
方
へ

軽
自
動
車
税
減
免
制
度
の
お
知
ら
せ

　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
母
子
家
庭

の
母
、ま
た
は
父
子
家
庭
の
父
が
、
就

業
に
結
び
つ
き
や
す
い
資
格（
看
護

師
・
保
育
士・
理
学
療
法
士・
作
業
療
法

士
な
ど
）を
取
得
す
る
た
め
に
２
年
以

上
の
養
成
機
関
等
で
修
業
す
る
場
合
、

一定
の
修
業
期
間
に
つ
い
て
、生
活
の
負

担
軽
減
を
図
る
た
め
、 

高
等
職
業
訓

練
促
進
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

対
象
者
／
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方

①
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け

て
い
る
か
、
又
は
、
同
等
の
所
得
水

準
に
あ
る
こ
と

②
養
成
機
関
に
お
い
て
、２
年
以
上

修
業
し
、
対
象
資
格
の
取
得
が
見

込
ま
れ
る
方

③
就
業
又
は
育
児
と
修
業
の
両
立

が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
方

④
過
去
に
こ
の
事
業
に
よ
る
訓
練
促
進

費
の
支
給
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
方

⑤
本
事
業
と
趣
旨
を
同
じ
く
す
る

給
付
を
受
給
し
て
い
な
い
方

※
支
給
に
あ
た
っ
て
は
事
前
相
談
が

必
要
で
す
。
現
在
修
学
中
の
方
、ま

た
は
修
学
を
予
定
し
て
い
る
方
は
、

必
ず
申
請
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

提
出
・
問
合
せ
／
こ
ど
も
家
庭
課

　

内
線
（
３
１
９
５
）

　

総
務
大
臣
よ
り
、
次
の
３
人
の
方

が
行
政
相
談
委
員
と
し
て
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
・
順
不
同
）

・
島
袋 

正
一（
し
ま
ぶ
く 

ま
さ
い
ち
）

・
島
袋 

さ
と
子（
し
ま
ぶ
く
ろ 

さ
と
こ
）

・
仲
宗
根 

寛
好（
な
か
そ
ね 

か
ん
こ
う
）

　

行
政
相
談
委
員
は
、
み
な
さ
ま

が
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
感
じ
て

い
る
国
の
仕
事
に
つ
い
て
の
苦
情
や

意
見
、
要
望
を
受
付
け
、
そ
の
解
決

や
実
現
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
毎
月
１
回
、
巡
回
行

政
相
談
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
日
時
・
場
所
は
、
市
民
カ
レ
ン

ダ
ー
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
／
総
務
省　

沖
縄
行
政
評

価
事
務
所　

☎
８
６
６
‐
０
１
４
８

市
民
生
活
課

☎
９
３
４
‐
３
８
３
３（
直
通
）

　

保
険
料
を
滞
納
す
る
と
、条
例
で

定
め
る
督
促
手
数
料
や
延
滞
金
が

　

障
が
い
者
の
方
の
た
め
に
使
用

さ
れ
る
軽
自
動
車
な
ど
で
、一
定
の

要
件
に
該
当
す
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
申
請
に
よ
り
軽
自
動
車
税
が

全
額
免
除
さ
れ
ま
す
。

対
象
／

●
身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者

手
帳
、療
育
手
帳
、精
神
障
害
者
福

祉
手
帳
の
い
ず
れ
か
を
お
持
ち
の
方

●
手
帳
等
を
持
っ
て
い
る
方
と
世

帯
が
一
緒
の
方

●
手
帳
等
を
持
っ
て
い
る
方
と
世
帯

は
別
だ
が
、生
計
は
一
緒
の
方（
＊
）

●
単
身
で
生
活
す
る
身
体
障
害
者

等
を
常
時
介
護
し
て
い
る
方
（
＊
）

＊
手
帳
を
持
っ
て
い
る
方
と
運
転
者
の

世
帯
が
違
う
場
合
は
、福
祉
事
務
所

長
が
発
行
す
る「
生
計
同
一証
明
書
」ま

た
は
、「
常
時
介
護
証
明
書
」の
提
出
が

で
き
る
場
合
の
み
、減
免
申
請
の
対
象

と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
書
類
／

①
身
体
障
害
者
手
帳
、戦
傷
病
者
手
帳
、

療
育
手
帳
、精
神
障
害
者
福
祉
手
帳
等

②
車
両
検
査
証

③
運
転
す
る
方
の
運
転
免
許
証

④
印
か
ん
（
認
印
可
）

⑤
納
税
通
知
書

申
請
期
限
／
６
月
１
日
（
月
）

問
合
せ
／
市
民
税
課　

内
線
（
３
２
５
８
・
３
２
５
６
）

暮
ら
し

加
算
さ
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、被
保

険
者
証
の
切
替
え
の
際（
例
年
７
月

頃
）に
短
期
証
対
応
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、保
険
料
の
納
め
忘

れ
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
お
支
払
い
が
厳
し
い
時
な
ど
は
、

分
割
納
付
の
ご
相
談
も
で
き
ま
す

の
で
お
早
め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
口
座
振
替
に
よ
る
保
険
料
の
納

付
を
お
勧
め
し
ま
す
。
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
を
納
付
書
で
納
め

ら
れ
て
い
る
方
も
、
ぜ
ひ
口
座
振
替

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ご
指
定
の
口

座
か
ら
自
動
的
に
保
険
料
を
お
支

払
い
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
納
め
忘

れ
も
な
く
、
安
心
・
便
利
で
す
。

問
合
せ
／
国
民
健
康
保
険
課　

後

期
高
齢
医
療
係

内
線
（
２
１
１
８
・
２
１
２
８
）



広報 2015.5.115

沖縄市役所  ☎ 939-1212　防災行政無線が電話で確認できます 0120-0978-99（無料）

５
月
12
日
は

「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
」

毎
年
５
月
は
赤
十
字
運
動
月
間

悪
質
商
法
の
被
害
に

遭
わ
な
い
た
め
に

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
地
域

福
祉
の
担
い
手
と
し
て
、
市
内
全
自

治
会
区
に
配
置
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま

な
福
祉
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

活
動
内
容
例

●
住
民
の
身
近
な
相
談
相
手
と
な

り
、
支
援
を
必
要
と
す
る
地
域
住

民
と
行
政
や
専
門
機
関
を
つ
な
ぐ

橋
渡
し
役

●
社
会
福
祉
サ
ー
ビ
ス
内
容
の
情

報
提
供

●
支
援
を
必
要
と
す
る
世
帯
の
把
握

　

子
育
て
や
介
護
な
ど
、日
常
生
活

で
の
困
り
ご
と
は
、お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い（
民
生
委
員
・
児
童
委

員
の
連
絡
先
や
活
動
内
容
な
ど
は
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
）。ま
た
、地
域
に

愛
着
が
あ
り
、地
域
の
た
め
に
役
に

立
ち
た
い
と
い
う
民
生
委
員
・
児
童

委
員
候
補
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
／
健
康
福
祉
総
務
課　

内
線
（
３
１
８
２
）

～
赤
十
字
社
資
（
募
金
）
へ
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
～

　

赤
十
字
奉
仕
団
員
な
ど
が
各
家

庭
や
事
業
所
を
訪
問
し
、
日
本
赤

十
字
社
の
理
念
や
活
動
を
お
伝
え

し
、
年
間
５
０
０
円
程
度
の
社
資

（
募
金
）
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ま
の
ご
支
援
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
合
せ
／
市
民
生
活
課　

市
民
生

活
係　
　
　
　
　

内
線（
２
２
０
７
）

～
標
語
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
～

「
悪
質
業
者
は
、
う
・
そ
・
つ
・
き
」

う
…
う
ま
い
話
を
信
用
し
な
い

　

う
ま
い
話
、
絶
対
儲
か
る
話
に

　

は
、
必
ず
大
き
な
落
と
し
穴

そ
…
そ
う
だ
ん
す
る

　

ひ
と
り
で
判
断
せ
ず
、
家
族
、

　

知
人
、
相
談
機
関
に
相
談
を

つ
…
つ
ら
れ
て
返
事
を
し
な
い
、

　
　

す
ぐ
に
契
約
し
な
い

　

悪
質
業
者
は
、言
葉
巧
み
に
す
ぐ

　

に
契
約
す
る
よ
う
迫
っ
て
き
ま
す

き
…
き
っ
ぱ
り
、
は
っ
き
り
、
断
る

　

あ
い
ま
い
な
返
事
は
せ
ず
、　

　

キ
ッ
パ
リ
、
ハ
ッ
キ
リ
、
断
る	

連
絡
先
／
沖
縄
警
察
署

☎
９
３
２
‐
０
１
１
０　

又
は
♯
９
１
０
０

 

市
民
生
活
課　

消
費
生
活
相
談
窓
口

☎
９
２
９
‐
３
１
４
０

未
承
認
遺
伝
子
組
換
え
パ
パ
イ
ヤ

「
台
農
５
号
」
の
除
去
に
ご
協
力
を

　

葉
柄
の
赤
い
パ
パ
イ
ヤ
は
、栽
培

や
流
通
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
未

承
認
の
遺
伝
子
組
換
え
パ
パ
イ
ヤ

の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、果
実
を

他
人
に
配
っ
た
り
、種
子
を
撒
い
た

り
す
る
の
は
控
え
ま
し
ょ
う
。
国
で

は
、未
承
認
遺
伝
子
組
換
え
パ
パ
イ

ヤ
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、要
望
に
応

じ
て
無
料
で
検
査
を
し
て
い
ま
す
。

「
品
種
不
明
で
葉
柄
の
赤
い
パ
パ
イ

ヤ
」
が
ご
自
宅
の
庭
な
ど
で
生
育
し

て
い
ま
し
た
ら
ご
相
談
下
さ
い
。

問
合
せ
／
農
林
水
産
課

内
線
（
３
２
３
６
）

水
道
週
間
図
画
展
示
会
の

お
知
ら
せ

　

水
道
局
で
は
、
水
道
週
間
を
と

お
し
て
水
道
に
つ
い
て
市
民
の
み
な

さ
ま
の
ご
理
解
と
関
心
を
高
め
、
水

道
事
業
の
発
展
と
限
り
あ
る
水
資

源
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
に
、
市
内

の
小
学
４
年
生
が
描
い
た
図
画
の

展
示
会
を
実
施
し
ま
す
。

展
示
場
所
／
沖
縄
市
水
道
局

沖
縄
市
美
里
５
‐
28
‐
１

展
示
期
間
／
６
月
１
日
（
月
）
～
７

日
（
日
）

平
日
：
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

土
日
：
午
前
９
時
～
午
後
５
時

問
合
せ
／
沖
縄
市
水
道
局　

総
務
課

☎
９
３
７
‐
６
２
１
１

第
57
回
水
道
週
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

『
カ
ラ
カ
ラ
で　

蛇
口
に
飛
び
込

む　

僕
の
口
』

催
し

平成２７年度

狂犬病予防
集合注射実施日表

実施月日

問合せ／環境課 環境衛生係 内線（2222）

園田公民館
久保田公民館
山里公民館
南桃原公民館
山内公民館
諸見里公民館

5月17日
（日曜日）

午前9時 ～9時40分
午前9時55分～10時35分
午前10時50分～11時40分
午後1時10分～2時10分
午後2時25分～3時15分
午後3時30分～4時30分

古謝公民館
泡瀬第1公民館
大里公民館
海邦公民館
泡瀬第3公民館
泡瀬公民館

5月24日
（日曜日）

午前9時～9時40分
午前9時55分～10時35分
午前10時50分～11時40分
午後1時10分～1時50分
午後2時5分～3時5分
午後3時20分～4時30分

城前公民館
越来公民館
嘉間良公民館
照屋公民館
安慶田公民館
室川公民館
中の町公民館

5月31日
（日曜日）

午前 9時～9時30分
午前9時45分～10時45分
午前10時50分～11時40分
午後1時10分～1時50分
午後2時5分～2時35分
午後2時50分～3時20分
午後3時35分～4時30分

実施場所 実施時間 実施月日

与儀公民館
比屋根公民館
高原公民館
沖縄市役所前

6月7日
（日曜日）

午前9時～9時30分
午前9時45分～10時15分
午前10時30分～11時40分
午後1時10分～4時30分

◆当日の犬の体調によっては注射を受けることができません。
体調に不安のある場合は、最寄りの動物病院で注射を受け
てください（料金などについては、各動物病院へお問合せく
ださい）。※注射後は激しい運動をさせず、数日はシャンプー
を避けましょう。

◆会場には犬を制御できる方が連れてきてください。首輪を
しっかりしめ、リードを短く持ってください。※咬み癖がある
場合は口輪を付けてください。

◆会場では、フンを持ち帰るなどのマナーをお守りください。
◆車でのご来場はできるだけご遠慮ください。

池原公民館
登川公民館
知花公民館
松本公民館
美里公民館
宮里公民館

6月14日
（日曜日）

午前9時～9時30分
午前9時45分～10時35分
午前10時50分～11時40分
午後1時10分～1時50分
午後2時5分～3時25分
午後3時40分～4時30分

実施場所 実施時間

★最寄りの会場で受けてください★

注射料金（2,650円）
＋ 

済票交付手数料（550円）

料金・手数料
3,200円

※登録を済ませてない方は、登録（手数料3,000円）が必要です。
※鑑札をなくした方は、鑑札の再交付（手数料1,600円）が必要です。

市
で
は
、
ラ
ジ
オ
を
通
し
て
情
報
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。「
ハ
イ
サ
イ
沖
縄
シ
テ
ィ
」F
M
コ
ザ
（
７
６.
１
M
H
z
）毎
週
月
曜
〜
金
曜
日 

午
前
９
時
〜
９
時
10
分　

放
送
中
！！

平
成
27
年
3
月
の
消
防
活

動
状
況

〈
消
防
活
動
状
況　

平
成
27
年
３

月
末
現
在
〉

◇
救
急
出
場
件
数
…
7
0
3
件

◇
救
急
搬
送
人
員
…
6
4
2
人

◇
火
災
出
場
件
数
…
2
件	

◇
救
助
出
場
件
数
…
5
件	

〈
市
民
の
皆
さ
ん
、
救
急
車
の
適
正

利
用
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
〉

問
合
せ
／
沖
縄
市
消
防
本
部　

警

防
課　
　
　

☎
9
2
9
‐
0
9
0
0
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日
本
文
化
の
こ
ど
も
の
日

を
楽
し
も
う

平
成
27
年
度 

知
花
花
織

　

後
継
者
育
成
事
業
・
研
修
生
募
集

沖
縄
市
観
光
ガ
イ
ド

養
成
講
座

　

こ
ど
も
た
ち
の
健
康
を
祈
っ
て

兜か
ぶ
とを
か
ぶ
り
、
五
月
人
形
と
一
緒
に

記
念
写
真
を
撮
り
ま
し
ょ
う
。

・
兜
は
3
歳
か
ら
5
歳
児
に
合
う

く
ら
い
の
サ
イ
ズ
で
す
。

・
カ
メ
ラ
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

日
時
／
4
月
27
日
（
月
）
～
5
月
17

日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
5
時

場
所
／
コ
ザ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
プ
ラ
ザ

参
加
費
／
無
料　

※
予
約
不
要

問
合
せ
／
コ
ザ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
プ
ラ
ザ（
午
前
10
時
～
午
後
9
時
）

☎
9
8
9
‐
6
7
5
9

文
化
観
光
課    

内
線
（
3
5
5
3
）

　

沖
縄
市
の
魅
力
を
伝
え
る
観
光

ガ
イ
ド
養
成
講
座
で
す
。
講
座
終

了
後
は
、
市
観
光
協
会
が
提
案
す

平
成
27
年
度

　
第
一
回
沖
縄

市
花
い
っ
ぱ
い
推
進
運
動

目
的
／
市
民
参
加
に
よ
る
花
い
っ

ぱ
い
街
づ
く
り
推
進
運
動
（
実
施

期
間
：
６
月
～
10
月
）

対
象
／
市
内
の
幼
稚
園
、
保
育
園
、

小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
、
そ

の
他
教
育
機
関
、
自
治
会
、
通
り

募
集

　

本
市
で
は
、
知
花
花
織
の
担
い

手
を
育
成
す
る
た
め
研
修
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

研
修
期
間
／
平
成
27
年
7
月
1
日

（
水
）～
平
成
28
年
3
月
31
日（
木
）

毎
週
月
曜
～
金
曜
日
（
午
前
9
時

～
午
後
5
時
）

研
修
場
所
／
知
花
花
織
事
業
協
同
組
合

応
募
資
格
／

１
．
市
内
在
住
の
方

２
．
機
織
り
経
験
者
又
は
興
味
の

あ
る
方

３
．
健
康
状
態
が
良
好
な
方

４
．
研
修
修
了
後
は
知
花
花
織
事

業
協
同
組
合
に
加
入
し
、
生
産
活

動
に
協
力
で
き
る
方

定
員
／
10
人　

 
※
面
接
試
験
あ
り

受
講
料
／
無
料

提
出
書
類
／
申
込
書
・
履
歴
書
・

面
接
調
書
（
所
定
様
式
）
、
住
民
票

抄
本
・
健
康
診
断
書

＊
所
定
様
式
は
知
花
花
織
事
業
協

同
組
合
と
商
工
振
興
課
に
て
配
布
し

て
い
ま
す
。ま
た
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

募
集
締
切
／
6
月
15
日
（
月
）

提
出
／
知
花
花
織
事
業
協
同
組
合

☎
９
２
１
‐
１
１
８
７

問
合
せ
／
商
工
振
興
課　

工
業
係

内
線
（
３
２
２
８
）

る
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ガ
イ
ド
と
し
て
活
躍

し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

講
座
内
容
／
観
光
の
現
状
、ビ
ジ
ネ

ス
マ
ナ
ー
、観
光
ガ
イ
ド
概
論
な
ど

講
座
期
間
／
5
月
20
日
～
６
月
24
日

（
毎
週
水
曜 

午
後
３
時
～
５
時
）

※
最
終
日
の
み
午
後
６
時
ま
で

受
講
場
所
／
コ
ザ
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
３
階

応
募
資
格
／
市
の
伝
統
や
文
化
、

歴
史
な
ど
に
興
味
が
あ
り
、
ガ
イ

ド
要
請
が
あ
る
際
に
は
実
働
が
可

能
で
、
心
身
と
も
に
健
康
な
方

定
員
／
10
人
程
度
（
応
募
者
多
数

の
場
合
選
考
）

受
講
料
／
無
料 

※
筆
記
用
具
な
ど

は
持
参
し
、実
地
講
習
の
際
は
動
き

や
す
い
服
装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
／
５
月
15
日
（
金
）
午

後
５
時

申
込
・
問
合
せ
／
（
一
社
）
沖
縄
市

観
光
協
会　

観
光
誘
客
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
事
業
（
コ
ザ
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
）

☎
９
３
９
‐
４
８
４
５

文
化
観
光
課　

内
線
（
３
５
６
０
）

社会保障・税番号制度
（マイナンバー）について

問合せ／政策企画課 行政改革担当 内線（2381）

○マイナンバ－制度とは
　国民一人ひとりが持つ12桁の個人番号のことです。マイナンバー制度(社会
保障・税番号制度)は、複数の機関に存在する個人の情報を同一人の情報であ
るということの確認を行うための基盤であり、社会保障・税制度の効率性・透明
性を高め、国民にとって利便性の高い公平・公正な社会を実現するための社会
基盤（インフラ）です。
○３つのメリット
　①国民の利便性の向上（面倒な手続きが簡単に）
　②行政の効率化（手続きが正確で早くなる）
　③公平・公正な社会の実現（給付金などの不正受給の防止）
　平成27年10月にすべての国民に12桁の個人番号（マイナンバー）を通知し、
平成28年1月から社会保障・税・災害対策の行政手続きで使用が始まります。
※外国籍でも住民票がある方は対象となります。
○マイナンバー制度に関するコールセンターの設置
【日本語窓口】　0570-20-0178　＜全国共通ナビダイヤル＞
【外国語窓口】　0570-20-0291　＜全国共通ナビダイヤル＞
※英語、中国語、韓国語、スペイン語、ポルトガル語対応。※ナビダイヤルは通話料がかかります。

【営業時間】　午前9時30分～午後5時30分（土日祝日・年末年始を除く）

マイナンバーFC琉球 試合日程FC琉球 試合日程

S席
前売 当日

大人：　　   1,500円 大人：　　　  2,000円
中高・大学生：800円 中高・大学生：1,000円
小学生：　　  300円 小学生：　　　 300円

A席
前売 当日

大人：　　   1,000円 大人：　　　  1,500円
中高・大学生：300円 中高・大学生：   500円
小学生：　　　 無料 小学生：　　　　無料

FC琉球 vs ブラウブリッツ秋田
日時／
会場／

5月6日（水・祝）キックオフ／午後1時
沖縄県総合運動公園陸上競技場

FC琉球 vs カターレ富山
日時／
会場／

5月17日（日）キックオフ／午後1時
沖縄県総合運動公園陸上競技場

問合せ／ FC琉球　☎ 923-0547

入場料

住宅地（保留地）公売案内

問合せ／建設部 区画整理課 内線（2546・2550）

美里第二土地
区画整理事業
地区内（１筆）

公売方法／公開抽選
抽選参加申込受付場所／区画整理課
受付期間／6月8日(月)～26日(金)　午前8時30分～午後5時15分
抽選日時／6月30日(火)　午前10時
抽選場所／沖縄市役所 ５階会議室

保留地は現状処分となり、転売禁止です。
また、申込者は一世帯及び親族からひとりに限ります。

◆市ホームページでも保留地公売案内を掲載しています

面 積
処分単価(㎡)
処 分 価 格

： 121㎡（35.60坪）
： 74,300円/㎡
： 8,990,000円

公売する
保留地

消
費
者
月
間
パ
ネ
ル
展
の

ご
案
内

　

悪
質
商
法
や
多
重
債
務
、
契

約
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
に
関
す
る
情
報

と
、
被
害
に
遭
っ
た
方
か
ら
提
供

さ
れ
た
品
な
ど
を
掲
示
し
ま
す
。

ま
た
、
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
役
立

つ
冊
子
な
ど
を
配
布
し
ま
す
。

日
時
／
５
月
25
日（
月
）～
29
日（
金
）

　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
4
時

場
所
／
市
役
所
１
階　

市
民
ホ
ー
ル

問
合
せ
／
市
民
生
活
課　

市
民
生

活
係　
　
　
　

内
線
（
２
２
０
７
）
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沖縄市役所  ☎ 939-1212　防災行政無線が電話で確認できます 0120-0978-99（無料）
「
マ
マ
体
操
」で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

　

お
子
様
連
れ
で
の
参
加
も
で
き

る
マ
マ
体
操
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま

せ
ん
か
。

講
師
／
島
袋
美
樹
氏

日
時
／
５
月
1
日（
金
）・
15
日（
金
）

各
午
前
10
時
～
12
時

場
所
／
沖
縄
市
福
祉
文
化
プ
ラ
ザ

研
修
室
1
、
研
修
室
2

参
加
費
／
無
料　

※
運
動
し
や
す

い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
／
沖
縄
市
福
祉
文

化
プ
ラ
ザ　

児
童
セ
ン
タ
ー

☎
9
3
0
‐
1
6
9
5

親
子
サ
ッ
カ
ー
教
室

　

指
導
経
験
豊
富
な
コ
ー
チ
に
よ

る
、
保
護
者
も
満
足
で
き
る
楽
し
い

教
室
で
す
。

講
師
／
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク

親
子
料
理
教
室

～
父
の
日
直
前

お
父
さ
ん
と
豆
腐
を
作
ろ
う
～

日
時
／
6
月
20
日
（
土
）
午
前
10
時

～
午
後
12
時

場
所
／
沖
縄
市
福
祉
文
化
プ
ラ
ザ

講
師
／ 

田
場
純
氏
（
豆
腐
マ
イ
ス

タ
ー
）

対
象
／
市
内
在
住
の
親
子
（
父
と

子
、
ま
た
は
祖
父
な
ど
の
保
護
者
）

※
子
ど
も
は
6
歳
か
ら
小
学
校
６
年
生

定
員
／
８
組
（
要
予
約
。
応
募
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
）

受
講
料
／
無
料
（
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
持
参
）

申
込
締
切
／
6
月
1
日（
月
）午
後
3
時

申
込
・
問
合
せ
／
市
民
健
康
課

内
線
（
2
2
4
2
）

ラ
ブ 

サ
ン
ビ
ス
カ
ス
沖
縄

日
時
／
【
全
3
回
】
５
月
９
日
・
16

日
・
23
日
（
全
て
土
曜
日
）

午
後
２
時
～
３
時
30
分

場
所
／
コ
ザ
運
動
公
園
内 

多
目
的

運
動
場

対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
の
親
子

※
子
ど
も
は
４
歳
か
ら
小
学
校
３
年
生

定
員
／
親
子
20
組
（
定
員
に
達
し

次
第
締
切
）

受
講
料
／
無
料
※
別
途
保
険
料
あ
り

問
合
せ
／
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ 

サ
ン
ビ
ス
カ
ス
沖
縄

担
当
：
知
念

☎
0
7
0
‐
5
4
0
2
‐
3
3
2
1

市
民
ス
ポ
ー
ツ
課☎9

3
2
‐
1
2
9
4

会
、
そ
の
他
団
体

募
集
期
間
／
５
月
１
日
（
金
）
～
25

日
（
月
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

（
土
日
、
祝
日
を
除
く
）

申
込
方
法
／
直
接
、建
築
・
公
園
課

の
窓
口
で
お
申
込
み
下
さ
い
。実
施

要
項
、申
請
書
な
ど
は
窓
口
で
配
布

し
ま
す
。ま
た
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
申
請
書
の
様
式
は
毎
回
変
更
し
て

い
る
た
め
、前
回
の
申
請
書
は
使
用

し
な
い
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
／
建
設
部　

建
築
・

公
園
課　

公
園
係内

線
（
２
６
６
７
）

市
で
は
、ラ
ジ
オ
を
通
し
て
情
報
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。「
沖
縄
市
だ
よ
り
」沖
縄
ラ
ジ
オ（
オ
キ
ラ
ジ
）F
M
8
5.
4
M
H
z 
毎
週
月
曜
〜
金
曜
日 

午
後
2
時
50
分
〜
3
時 

放
送
中
!!

平和ロゴ・標語コンクール
作品募集

応募・問合せ／〒904-8501沖縄市仲宗根町26-1  平和・男女共同課 平和推進係 内線（2216） Email:a32heiwa@city.okinawa.okinawa.jp

～平和への思いをロゴや標語に込めて
未来へと繋げていきましょう～

市内在住の中学生
1.ロゴ部門：平和を連想させ、平和への
気運を高めるようなロゴ
2.標語部門：「平和」や「終戦」をアピール
するもので、想いが伝わるもの
応募用紙に必要事項を記入の上、直接ま
たは郵送、メールにて応募してください。
●必要事項
①住所　②氏名　③電話番号
※応募用紙は窓口で配布、また市のホー
ムページにも掲載しています。
6月19日（金）

応募資格／
応募作品／

応募方法／

応募締切／

市民の眼・平和写真展
写真募集

「伝える」をテーマに作品を募集しています

写した状態のままの写真または、写真の
加工作品A4サイズ（目安として870万画
素以上）。データの場合は、JPEG形式、
PNG形式のみ（6メガバイト以下）。
応募用紙に必要事項を記入の上、直接ま
たは郵送、メールにて応募してください。
●必要事項
①住所　②氏名（氏名掲載の可否）
③ニックネーム　④電話番号
⑤年齢　⑥作品名　⑦作品の説明
※応募規定などは窓口で配布、また市の
ホームページにも掲載しています。
6月19日（金）

応募規定／

応募方法／

応募締切／

平和月間賛同企画の募集

終戦70年・核兵器廃絶平和都市宣言30年記念

募集内容／平和月間にふさわしい平和に関する企画
実施期間／7月21日（火）～9月7日（月）
運営方法／企画者（団体）などが運営し、諸経費につ
　　　　　いても企画者が負担
応募締切／5月29日（金）　※申込書の様式有り

　本市では、8月１日から９月７日までを「平和月間」、
９月７日を「沖縄市民平和の日」と定め、草の根平和
運動を展開することで、平和への思いを深めることを
目的に、毎年この期間中における市民や団体などに
よる自主運営での賛同企画を募集します。詳細はお
問合せください。
※賛同企画のチラシ用白紙、案内板、横断幕など1企
画につき、5千円以内の消耗品を支給できますので
ご相談ください。
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た
っ
た
こ
れ
だ
け
!?

ダ
イ
エ
ッ
ト
教
室

お
気
楽
元
気
教
室

参
加
者
募
集

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
疲

れ
を
吹
き
飛
ば
そ
う
！

初
心
者
向
け
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
講
座

～
見
つ
け
た
！
私
流
の
簡
単
ダ
イ

エ
ッ
ト
～

　

ダ
イ
エ
ッ
ト
に
必
要
な
知
識
と
ス

キ
ル
を
習
得
し
、実
践
し
ま
し
ょ
う
。

日
程
／
【
全
９
回
】
６
月
17
日
か

ら
７
月
29
日
の
毎
週
水
曜
日
、
9

月
2
日
（
水
）、
10
月
28
日
（
水
）

午
前
10
時
～
12
時 

対
象
／
市
内
在
住
お
よ
び
在
勤
の

18
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
ダ
イ
エ
ッ

ト
を
希
望
す
る
方　
　

場
所
／
沖
縄
市
福
祉
文
化
プ
ラ
ザ

定
員
／
20
人
（
申
込
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
）　

受
講
料
／
無
料

申
込
締
切
／
6
月
5
日
（
金
）

午
後
4
時

申
込
・
問
合
せ
／
市
民
健
康
課　

健
康
推
進
係　

内
線
（
2
2
4
3
）

　

手
軽
に
で
き
る
ス
ト
レ
ッ
チ
や
筋
力

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
教
室
で
す
。
椅
子
に

座
っ
て
の
運
動
な
の
で
、
足
腰
に
不
安

の
あ
る
方
に
も
お
す
す
め
で
す
。	

【
全
10
回
コ
ー
ス
】
送
迎
可
（
条
件

あ
り
）	

	

期
間
・
場
所
／

①
6
月
10
日
～
8
月
19
日
（
毎

週
水
曜
）
午
後
2
時
～
4
時

【
場
所
：
農
民
研
修
セ
ン
タ
ー
】	

②
6
月
11
日
～
8
月
13
日
（
毎

週
木
曜
）
午
前
10
時
～
12
時

【
場
所
：
福
祉
文
化
プ
ラ
ザ
】	

対
象
／
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
で
、

介
護
保
険
の
要
介
護
・
要
支
援
の
認

定
を
受
け
て
い
な
い
方
（
医
師
よ
り

運
動
の
制
限
を
受
け
て
い
な
い
方
）	

定
員
／
25
人
（
先
着
順
）	

参
加
費
／
1
回
に
つ
き
１
0
0
円

（
生
活
保
護
、
非
課
税
の
方
は
無
料
）

申
込
締
切
／
５
月
27
日
（
水
）	

申
込
・
問
合
せ
／
高
齢
福
祉
課　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

内
線
（
3
0
9
7
）

内
容
／
「
正
し
い
歩
き
方
」
を
学

ん
で
、
歩
く
楽
し
さ
を
実
感
す
る

講
話
と
、
2.5
㎞
程
度
の
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
の
実
践
で
す
。

日
時
／
5
月
２4
日
（
日
）

午
前
10
時
～
正
午　
（
受
付
：
9

時
30
分
よ
り
）
※
雨
天
決
行

場
所
／
コ
ザ
運
動
公
園　

多
目
的

運
動
場

対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

受
講
料
／
無
料
（
飲
み
物
、
帽
子
、

タ
オ
ル
持
参
）　

※
荷
物
を
預
か
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
の
で
各
自
で
の
管
理
を
お
願

い
し
ま
す
。

申
込
締
切
／
5
月
20
日
（
水
）　

午
後
4
時　

申
込
・
問
合
せ
／
市
民
健
康
課　

健
康
推
進
係　

内
線
（
２
２
４
３
）

申込・問合せ／中央公民館　☎939-0033

幼児父母学級
日　時回数

1
6／10（水）
午前10時
～12時

パーソナル診断士
上江洲　崇 氏

／
／
／
／
／
／

対　　　 象
定 員
場 所
受 講 料
募 集 期 間
申 込 方 法

市内在住・在勤者の３歳から５歳児をもつ保護者
20人　※先着順（５回参加できる方優先）
中央公民館　
無料（材料費1,500円）
5月1１日（月）～5月29日（金）
電話受付（午前8時30分～午後5時　土日・祝日を除く）

お子さんの才能を引き伸ばしてあげる方法
をお伝えします！

2
6／17（水）
午前10時
～12時

いっぽの会代表
比嘉　文子 氏

手作りお手玉を作ってわらべうたで
遊ぼう

3
6／24（水）
午前10時
～12時

ローフードマイスター
吉澤　直美 氏作り方のポイントなどを交えながら、身近な材料

を使ったレシピをお教えします（試飲試食あり）

講　師内　容

子どもも喜ぶスムージー＆
酵素スイーツ

5
7／8（水）
午前10時
～12時

宝地図ナビゲーター
神村　佳宏 氏

子どもの教育にも役立つ「宝地図」。画用紙に
写真やイラストを貼るだけで幸せを引き寄せる
効果が！

あなたの夢が叶う宝地図作成

子育てママの体幹トレーニング
4

7／１（水）
午前10時
～12時

ポスチュアスタイリスト
藤田　佳子 氏日常生活をより美しく過ごすコツを楽しく体

験します

子どもの個性にあわせた
「声かけフレーズ」発見法！

無料託児あり
（対象６ヶ月以上、要予約）

～50代から考えるワクワク・シニアライフ～がんじゅう学級

※すべての講座に参加できる方を優先して受付けます。
　1、２講座のみご希望の方はキャンセル待ちとなり、定員に足りない場合に受講可能となります。

日時

1

2

3

６月８日（月）
午前10時～12時
★定員30人

ワクワクシニアライフの為に…
楽しいシニアライフのヒントや介護の情報

サンサンデイサービス
城間　一 氏

６月15日（月）
午前10時～12時
★定員２0人

ノルディックインストラクター
銅谷　三奈子 氏

６月22日（月）
午前10時～12時
★定員30人

ハーモニカでワクワク人生
シニアライフのお話とコンサート

沖縄市立中央公民館登録サークル
ハーモニカサークル

「ゆいま～るの会」

／
／
／
／
／

対　　　 象
受  講  料
場 所
募 集 期 間
申 込 方 法

市内在住・在勤の一般成人（50歳以上の方優先）
無料　※ノルディックウォーキング講座のみスティックレンタル料・保険料：450円
中央公民館地下1階研修室
５月11日（月）～５月29日（金）　
電話受付（午前８時30分～午後５時 土日・祝日を除く）※各講座定員に達し次第締切

講師内容

地域交流学級参加団体募集～講座を企画し、仲間で学びませんか？～
／

／
／

／
／

内 容

開設期間
募集団体

経 費
受付期間

身近な生活文化向上、健康で明るい家庭や、豊かな社会環境作りを目指すことをね
らいとして、「地域交流学級」への参加団体を募集いたします。各参加団体は、趣旨に
添った講座を自分達で企画し、講師料などを中央公民館が負担します。
6月～11月（6月に説明会を開催します）
15団体（市内在住・在勤の一般成人で構成される10名以上の団体）
※申込多数の場合は選考あり。
1団体3講座分の講師料（定額)を沖縄市立中央公民館が負担します（材料費は自己負担）。
５月1日（金）～22日（金）　午前８時30分～午後5時（土日・祝日を除く）
※受付後、申込書類の提出　

八重島公園でノルディックウォーキング
無理なく足腰を鍛えて健康なシニアライフを
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＊
定
例
お
は
な
し
会

＊
休
館
日

と
し
ょ
か
ん
へ
い
こ
う
よ（
随
時
受
付
）

編
集
後
記

図
書
館
だ
よ
り

☎
９
３
２
ー

６
８
８
１

こ
ど
も
の
国
の
赤
ち
ゃ
ん
ゾ
ウ
を
至
近
距
離
で
撮

影
し
て
い
る
と
、
飼
育
員
さ
ん
か
ら
「
体
当
た

り
に
気
を
つ
け
て
」
と
忠
告
。
か
わ
い
い
け
ど

１
７
０
キ
ロ
あ
り
ま
す
か
ら
ね
。　
　
　
　
　
（
周
）

 

４
月
か
ら
広
報
担
当
に
な
り
ま
し
た
。
先
輩
方
か

ら
色
々
な
事
を
教
え
て
も
ら
い
、
よ
い
記
事
が
か

け
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
加
）

 

４
月
の
異
動
で
広
報
を
離
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
４
年
の
間
に
取
材
を
通
し
て
出
会
っ
た
皆
様

に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
育
）

 

レ
ッ
ド
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
写
真
撮
影
で
、
み
ん
な
に

「
特
等
席
で
観
ら
れ
た
ね
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、

脚
立
に
乗
っ
た
２
時
間
は
結
構
き
つ
か
っ
た
。（
川
）

絵
本
な
ど
の
読
み
聞
か
せ
や
手
遊
び
な
ど

を
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
！

・
ち
ょ
っ
と
だ
け
（
絵
本
）

・
こ
ね
こ
の
は
は
の
ひ
（
絵
本
）

・
か
い
じ
ゅ
う
た
ち
の
い
る
と
こ
ろ
（
絵
本
）

・
シ
ル
エ
ッ
ト
く
い
ず
（
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
）

・
く
ま
の
こ
う
ち
ょ
う
せ
ん
せ
い
（
絵
本
）

・
ぼ
く
は
あ
る
い
た　

ま
っ
す
ぐ
ま
っ
す
ぐ
（
絵
本
）

公
休
日（
文
化
の
日
は
除
く
）・
毎
週
月
曜
日
・

第
４
木
曜
日
（
館
内
整
理
日
）・
特
別
整
理

期
間
・
年
始
年
末
は
お
休
み
で
す
。

５
月
３
日
（
憲
法
記
念
日
）、
４
日
（
み
ど
り

の
日
）、
５
日
（
こ
ど
も
の
日
）、
６
日
（
振
替

休
日
）、
７
日
（
振
替
休
館
）、
11
日
（
月
）、

18
日
（
月
）、25
日
（
月
）、28
日
（
館
内
整
理
日
）

対
象
…
幼
稚
園
・
保
育
園
な
ど
の
団
体
ス
ト
ー

リ
ー
テ
リ
ン
グ
（
素
話
）
を
主
と
し
た
お
は
な

し
会
（
30
分
程
度
）
と
合
わ
せ
て
絵
本
や
紙

芝
居
の
貸
出
を
行
って
い
ま
す
。

日
程
調
整
が
で
き
ま
す
の
で
、
電
話
に
て
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

５
月
９
日
（
土
）
午
後
３
時

５
月
16
日
（
土
）
午
後
３
時

５
月
23
日
（
土
）
午
後
３
時

認
知
症
予
防
に
効
果
的

ス
ク
エ
ア
ス
テ
ッ
プ
体
験

沖
縄
市
I
T
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
主
催

パ
ソ
コ
ン
初
心
者
講
座

「
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
入
門
講

座
」
受
講
者
募
集

内
容
／
「
認
知
症
の
人
と
家
族
の

会 

中
部
地
区
会
」
に
よ
る
、
頭
と

身
体
を
活
性
化
す
る
楽
し
い
運
動

を
行
い
ま
す
。
運
動
靴
、
軽
装
で

お
越
し
下
さ
い
。

日
時
／
5
月
22
日
（
金
）
午
後

1
時
～
３
時

場
所
／
沖
縄
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

定
員
／
20
人
（
先
着
順
）

参
加
費
／
1
0
0
円

申
込
・
問
合
せ
／
高
齢
福
祉
課

内
線
（
３
１
６
９
）

　

パ
ソ
コ
ン
未
経
験
の
方
、
う
ま
く

使
い
こ
な
せ
な
い
方
、 

パ
ソ
コ
ン
の

基
本
操
作
を
学
ん
で
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

日
時 

／
6
月
1
日
（
月
）
～
12

日
（
金
）（
土
・
日
を
除
く
10
日
間
）

午
後
2
時
～
4
時

場
所
／
沖
縄
市
Ｉ
Ｔ
ワ
ー
ク
プ
ラ

ザ　

研
修
室

対
象
／
市
内
在
住
、
ま
た
は
在
勤

で
、
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
的
操
作
を
学

び
た
い
方
。全
日
程
出
席
で
き
る
方
。

定
員 

／
15
人
（
申
込
多
数
の
場
合

抽
選
）

受
講
料
／
無
料

申
込
期
間 

／
5
月
7
日
（
木
）

～
28
日
（
木
）

申
込
方
法
／
直
接
ご
来
館
い
た
だ

く
か
、
専
用
用
紙
に
必
要
事
項
を

ご
記
入
の
う
え
F
A
X
に
て
お
申

内
容
／
ワ
ー
ド
や
エ
ク
セ
ル
の
初

歩
か
ら
中
級
ま
で
を
学
び
ま
す
。

講
座
期
間
／
6
月
1
日
～
30
日

（
月
・
水
ワ
ー
ド
／
火
・
木
エ
ク
セ
ル
）

※
そ
の
他
に
就
労
支
援
・
母
子
父

子
支
援
講
座
有
（
午
後
1
時
～

4
時
、
相
談
可
）

時
間
／
午
前
9
時
～
正
午

場
所
／
沖
縄
市
福
祉
文
化
プ
ラ
ザ

対
象
／
市
内
在
住
の
18
歳
以
上
で

マ
ウ
ス
操
作
・
文
字
入
力
が
で
き

る
方

定
員
／
計
10
人
（
申
込
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

施
設
内
の
パ
ソ
コ
ン
使
用
、
パ
ソ
コ

ン
持
込
み
相
談
可

受
講
料
／
無
料
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
貸
出

（
筆
記
用
具
持
参
）

申
込
／
随
時（
午
前
9
時
～
正
午
・

午
後
1
時
～
5
時
）

申
込
方
法
／
電
話
受
付
及
び
来
訪

※
5
月
の
最
終
週
に
受
講
決
定
者

の
み
連
絡
し
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
／
沖
縄
市
福
祉
文

化
プ
ラ
ザ　

☎
９
３
０
‐
１
６
９
２

し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
･
問
合
せ
／
沖
縄
市
Ｉ
Ｔ

ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ　

管
理
室

☎
９
２
９
‐
０
３
３
９

F
A
X
：
９
２
９
‐
０
３
４
０

受
付
は
午
前
9
時
～
午
後
9
時

（
土
曜
日
は
午
前
９
時
か
ら
午
後
5

時
ま
で
、
日
曜
は
休
館
）

5
月
は
、
軽
自
動
車
税
の
納
期
で
す
。
納
期
限
及
び
口
座
振
替
日
は
6
月
1
日
！　

前
日
ま
で
に
残
高
確
認
を
!!

法人後見サポーター
養成講座２期生募集

申込・問合せ／沖縄市社会福祉協議会
937-3385（平良）

内 容
場 所
期 間

対 象

受 講 料
定 員
申込方法

／
／
／

／

／
／
／

成年後見制度に関する知識・法律など
沖縄市福祉文化プラザ（予定）
講座：6月11日（木）～9月3日（木）
毎週木曜日　午後1時～午後4時40分
施設見学・実務研修：平成27年10月～
平成28年3月
市内在住・在勤の方で以下の要件を満た
す方
①講座終了後、法人後見サポーターおよ
び日常生活自立支援事業の生活支援員
として活動できる方
②おおむね25歳から70歳未満の方
③原則として養成講座の全ての課程を
受講できる方
無料
35人 ※定員に達し次第締切
沖縄市社会福祉協議会窓口にて申込み
※申込用紙への記入が必要となります

沖縄市社会福祉協議会とともに地域で活動して
いただける「法人後見サポーター」の養成研修講
座を行います。

インリーダー研修生・
ジュニアリーダー研修生募集
～平成27年度　沖縄市インリーダー研修会～

申込・問合せ／沖縄市青少年センター
☎930-1336　FAX：933-1350

「リーダー」ってどんな人だろう？「頼りにされる人」ってどんな
人？初めての仲間、経験を通して新しい自分と出会いません
か？学校や地域で活躍できる、未来のリーダーを募集します。

日程

7月4日
（土）

沖縄市青少年
センター
２階　研修室いつでも、どこでも、だれとでも仲良く

なれるレクを体験！

場所タイトル　及 び　内容
事前研修①：
知ろう！学ぼう！レクリエーション

7月11日
（土）

沖縄市青少年
センター
２階　研修室個性が光る、オリジナルのレクリエー

ションを発明しちゃおう！

事前研修②：
レクリエーション実践

7月22日
（水）

23日（木）

名護
青少年の家ハイキング・野外炊飯・プレゼンテー

ションを仲間と楽しもう！

宿泊研修：「初めて」がいっぱい！
本研修

8月21日
（金）

沖縄市
コザ運動公園
武道場さあ、実践！これまでの研修の成果を

出そう！

事後研修：
春日市少年の船とのふれあい交流

／

／

／

募集人数

申 込

申込方法

・インリーダー研修生：市内の小学5、6年生32人
・ジュニアリーダー：市内の中・高校生10人
※いずれも先着順
5月14日（木）～6月3日（水）
午前9時～午後5時（土日を除く）
電話またはFAX（所定用紙記入）

～
救命講習会のご案内

申込・問合せ／沖縄市消防本部 警防課
☎929-0900

◇内容：成人に対する心肺蘇生法を中心に、ＡＥＤの取扱い、大出血時の
　　　 止血法や異物除去を学びます。

◇内容：小児・乳児・新生児に対する心肺蘇生法を中心に、ＡＥＤの取扱い、
　　　 大出血時の止血法や異物除去を学びます。
◇対象者：小児に関わる保護者、保育士、幼稚園、小・中学校職員、ライフ
　　　　 セーバー、スポーツ指導者や受講を希望する方。

◇日時：5月10日（日）午前9時～午後6時
◇内容：心肺蘇生法（成人・小児・乳児）、ＡＥＤの取扱い、大出血時の止血
　法、異物除去、外傷の手当、搬送法など。※筆記及び実技試験があります。
◇場所：消防署（美里）　　◇定員：30人

・受 講 料／無料（講習修了者に対し救命講習修了証を発行）
・申込受付／午前8時30分～午後5時15分（土日・祝日を除く）
　　　　　※定員に達し次第締切

　消防本部では、緊急時に現場に居合わせた人が速やかに
救命処置が行える体制を整えるため、市内47ヶ所のコンビ
二エンスストア（ファミリーマート・ローソン・ココストア）に
ＡＥＤを設置し、運用しています。身近にあるＡＥＤの使い方
や救命処置を学び、いざという時に大切な人を救いましょう。

●普通救命講習Ⅰ
日　時

5月16日（土） 午前9時～12時 消防署（美里） 30人

5月26日（火） 午後2時～5時 泡瀬出張所 15人

定 員場　所

日　時
5月28日（木） 午後2時～5時 泡瀬出張所 15人

定 員場　所
●普通救命講習Ⅲ

●上級救命講習
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